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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的と計画の体系 

本報告書は、第３期瑞浪市地域福祉計画（平成 27 年度～平成 31 年度）

に掲げられた取り組みについて、その達成状況及び今後の課題等を調査し

てとりまとめたものであり、第３期瑞浪市地域福祉計画（令和２年度～令

和６年度）策定のための基礎資料として活用していくものです。 

なお、調査対象である第３期瑞浪市地域福祉計画の体系は以下のとおり

です。 
 

第３期瑞浪市地域福祉計画の体系 
  

ともに創る ふれあい ささえあいのまちづくり 

 

基本目標 

１ 市民の地域福祉活動などへの積極的な参加を図ろう 

基本方針 施策の方向性 取り組み 

（1）福祉に

対する市民

の意識づく

り 

①地域福祉に関する積極的

な情報提供 

「広報みずなみ」、ホームページなどを通じ

た保健・福祉に関する情報提供 

②イベントなどを通じての

普及・啓発の推進 

福祉まつりの開催 

健康まつりの開催 

施設の行う地域交流事業の情報提供 

③市民が地域福祉に関する

話し合いに積極的に参加で

きるしくみづくり 

連合自治会と民生委員・児童委員協議会の意

見交換会の開催 

市民からの情報発信の環境整備の支援 

各地区町民会議の開催 

④福祉教育の充実 福祉教育と交流事業の充実 

学校における福祉教育の充実 

公民館を利用した子ども向け講座の開催 

中学生職場体験の実施 

⑤子どもの体験学習などの

機会の充実 

ふれあい体験の実施 

子育て支援講座の実施 

⑥あいさつ運動、声かけ運動

の推進 

街頭指導活動の推進 

住民主体による地域福祉活動（見守り活動な

ど）の支援 

基本理念 
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⑦地域の特性を活かした支

え合い活動の推進 

地域福祉や福祉活動の情報収集と情報提供 

⑧男女がともに参画できる

地域活動などの推進 

男女共同参画に関する学習会の開催 

慣習・しきたりなどの見直しに向けた啓発 

男女ともに参画できる地域組織づくり 

（2）地域に

おける交流

や生きがい

づくりの推

進 

①世代間交流の推進 地域交流活動の実施（保育園・幼児園） 

高齢者と子どもの交流の実施 

子育て講座、親子交流・世代間交流事業など

の開催 

まちづくり活動を通じての世代間交流の推

進 

②いきいきサロンの拡大 いきいきサロンの開催支援 

③高齢者・障がい者の社会参

画への支援 

生活支援の実施 

訪問指導の実施 

認知症予防事業の実施 

うつ予防・閉じこもり予防事業の実施 

長寿クラブの活動支援 

お達者クラブ・元気サークル・若葉会の開催 

シルバー人材センターの運営支援 

障がい者スポーツ・レクリエーション活動へ

の支援 

障がい者の社会参加活動への支援 

障がい者の芸術・文化活動の活性化への支援 

交流及び共同学習の推進 

④生涯学習の推進 寿大学の開催 

図書館などでの情報とサービスの提供 

生涯学習推進委員会市民部会の活動 

⑤地域での子育て支援の充

実 

地域子育て支援センター事業の実施 

民生委員・児童委員との協力 

虐待の早期発見と予防 

⑥地域の外国人への支援 国際交流活動の推進 
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（3）地域に

ある資源の

活用（交流

の 場 づ く

り、地域の

拠 点 の 整

備） 

①地域の拠点づくり 地域の活動拠点づくりの検討 

老人憩いの家 

福祉関連事業者の活用の検討 

②子どもの居場所づくり 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラ

ブ） 

児童館の運営 

児童遊園地の整備 

都市公園遊具の整備・更新 

③宅老所の整備支援 宅老所事業の支援 

（4）ボラン

ティア・市

民活動団体

の活動の推

進 

①ボランティア活動などに

対する情報提供の充実 

広報紙、ホームページの積極的活用 

②ボランティア活動などに

参加しやすいしくみづくり

の検討 

社会福祉協議会を軸とした関連団体などと

の連携 

市民活動補償制度の設置 

③ボランティア・市民活動セ

ンター機能の充実 

ボランティア・市民活動センターの支援 

④子どものボランティア活

動などへの参加推進 

子ども会連合会との連携 

ジュニアリーダーズクラブの指導・活用 

⑤自然保護をテーマにした

住民参加の企画 

環境フェアみずなみの開催 

⑥自治会活動などへの支援 地域活動の活性化支援 

 

２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう 

～みんなで支え合い、助け合おう！～ 

基本方針 施策の方向性 取り組み 

（1）地域に

おける活動

組織のネッ

トワークづ

くり 

①ネットワークづくりの推

進 

地域ネットワークづくりの支援 

子育て支援ネットワーク会議の設置 

非行防止活動などネットワークづくり 

②地域福祉団体の相互連携

の支援 

身体障がい者相談員・知的障がい者相談員と

民生委員・児童委員との連携支援 

まちづくり推進組織におけるサポート体制

の強化 

③社会資源のネットワーク

づくりへの働きかけ 

療育機能の強化 

専門機関など幅広い障がい者福祉ネットワ

ークの確立 

医療機関と連携した高齢者の支援 
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（2）地域の

つながりを

支える団体

などの活動

推進 

①社会福祉協議会への支援 社会福祉協議会への運営支援 

②地域の福祉を支える団体

などへの支援 

民生委員・児童委員協議会への支援と連携 

③地域組織やボランティア

団体などへの支援 

長寿クラブ連合会の活動支援 

まちづくり推進組織を通じての支援強化 

④地域福祉に関わる事業者

の機能と役割の強化 

児童館の利用の多様化 

 

３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよう 

～みんなが身近な地域で安心して暮らせるようにしよう！～ 

基本方針 施策の方向性 取り組み 

（1）相談体

制の充実 

①ライフステージに応じた

相談体制の充実 

高齢者に関する相談および苦情などの相談

の充実 

健康教育・健康相談などの実施 

子育て相談（保育園・幼児園・児童館）の実

施 

子育て相談の充実 

児童相談体制の整備 

母子保健による健康など相談の実施 

岐阜県母子家庭など就業自立支援センター

の周知 

障がい者の就労相談支援の実施 

障がい者相談・療育体制の強化 

障がい者総合相談支援体制の強化 

生活困窮者支援体制の整備 

②保健・医療・福祉の相談機

関のネットワーク 

地域総合支援協議会による障がい者相談体

制の充実 

要保護児童対策地域協議会の実施 

地域ケア会議の充実 

訪問相談の充実 

③同じ立場の人による相談

体制づくり（ピアカウンセリ

ングなど） 

ピアカウンセリング体制の検討 

（2）情報提

供の充実 

①多様な情報の提供 介護保険及び高齢者福祉サービスの広報活

動の充実 

遊び場マップの活用 
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子育て支援総合ガイドブックの作成 

子育て世帯へのバリアフリー情報提供 

仕事と子育ての両立のための情報提供 

市ホームページの拡充 

防災・防犯「絆」メールによる市民への防災・

防犯情報の提供 

②情報の共有化の推進 高齢者などの情報弱者の支援 

地域情報格差の解消 

③地域のすみずみまで福祉

情報が流れるしくみづくり 

関係機関との連携・地域の教室などを通じた

情報提供 

民生委員・児童委員を通じた情報提供 

（3）福祉の

人材確保 

①ボランティアの育成 地域のＩＴリーダーやボランティアの育

成・確保 

各種ボランティア講座の支援 

②シルバーボランティアの

育成・支援 

シルバーボランティアの育成支援 

③研修機会などの充実 各種養成研修への参加推進 

④専門分野の人材確保 専門分野の人材育成の検討 

（4）サービ

スの質の向

上 

①福祉サービス評価事業の

推進 

保育サービス評価事業の実施 

（5）サービ

ス利用者の

権利の保護

の推進 

①日常生活自立支援事業の

推進 

日常生活自立支援事業の利用推進 

②成年後見制度の利用支援 成年後見制度の利用推進 

③福祉サービス全般に関す

る苦情解決の推進 

苦情解決の周知 

＜保育園・幼児園＞苦情解決の推進 

（6）生活環

境の整備 

①人にやさしいまちづくり

の推進 

バリアフリー化・ユニバーサルデザインの導

入の推進 

道路の整備 

公園などの整備 

駅周辺の整備 

②子育てにやさしいまちづ

くりの推進 

認可外保育施設への支援 

幼児園の整備 

子育て支援センター親子教室の実施 

幼児園の園庭開放 
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幼保合同活動事業の実施 

市民公園再整備の実施 

③外出支援の充実 移送サービスの実施 

利用しやすい公共交通の運行 

移動支援の充実 

重度心身障がい者（児）の移動支援の実施 

④住宅環境の整備 住宅修繕相談の実施 

障がい者の生活の場の確保 

日中活動の場の充実 

住宅改修の推進 

市営住宅の整備 

（7）防災・

防犯などに

備えた体制

の整備 

①緊急時、災害時に対する支

援体制の充実 

緊急通報装置（あんしんネットワークシステ

ム）の設置 

徘徊高齢者探索システムの運用 

防災知識の普及・啓発 

防災ネットワークの整備 

地域の防災リーダー、自主防災組織の育成 

災害時の避難行動要支援者支援体制の確保 

福祉避難所の確保 

防犯・防災、緊急時の支援 

②防犯対策の推進 交通安全活動の実施 

防犯対策の実施 

交通安全施設の整備 

交通安全教室の開催 

各区長会での防犯の啓発 

ＬＥＤ防犯灯の整備 

危険防止用資材の支給 

関係団体との提携 
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２ 調査の方法 

第３期瑞浪市地域福祉計画の最小単位である「取り組み」について、「施

策・事業状況調査シート」を作成し、担当課等において自己点検と評価を

行いました。 

達成度については、以下の基準によりＡ～Ｅの５段階で評価しています。 

 

達成度基準表 

 
 

達成度 評価内容 達成状況 

Ａ 
基本計画に掲げた施策を達成した。 

（ほぼ 100％の成果を上げることができた） 
ほぼ１００％ 

Ｂ 
基本計画に掲げた施策を概ね達成した。 

（75％程度の成果を上げることができた） 
７５％程度 

Ｃ 
現在、施策の達成に向けて動いている。 

（半分程度の成果を上げることができた） 
５０％程度 

Ｄ 
現在、施策の達成に向けて動き始めている。 

（施策に着手し、動き始めることはできた） 
２５％程度 

Ｅ 
現在、ほとんど手をつけていない。 

（施策に着手することができなかった） 
０％ 
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３ 取り組み及び達成度一覧 

第３期瑞浪市地域福祉計画に掲げたすべての「取り組み」と、その達成

度を一覧にすると、以下のとおりです。 

 

基本目標１ 市民の地域福祉活動などへの積極的な参加を図ろう 

～みんなで地域活動へ参加しよう！～ 

 
基本方針 （１）福祉に対する市民の意識づくり 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①地域福祉に関す

る積極的な情報提

供 

「広報みずなみ」、ホームページなどを

通じた保健・福祉に関する情報提供 

社会福祉課 Ａ 

高齢福祉課 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

健康づくり課 Ａ 

②イベントなどを

通じての普及・啓発

の推進 

福祉まつりの開催 社会福祉協議会 

 

Ａ 

健康まつりの開催 健康づくり課 Ｂ 

施設の行う地域交流事業の情報提供 社会福祉課 Ａ 

③市民が地域福祉

に関する話し合い

に積極的に参加で

きるしくみづくり 

連合自治会と民生委員・児童委員協議会

の意見交換会の開催 

社会福祉課 Ｃ 

市民からの情報発信の環境整備の支援 企画政策課 Ｂ 

各地区町民会議の開催 社会教育課 Ｂ 

④福祉教育の充実 福祉教育と交流事業の充実 社会福祉協議会 Ａ 

学校における福祉教育の充実 学校教育課 Ｂ 

公民館を利用した子ども向け講座の開

催 

社会教育課 Ｂ 

中学生職場体験の実施 学校教育課 Ａ 

⑤子どもの体験学

習などの機会の充

実 

ふれあい体験の実施 社会福祉課 Ａ 

子育て支援講座の実施 社会教育課 Ｂ 

⑥あいさつ運動、声

かけ運動の推進 

街頭指導活動の推進 社会教育課 Ｂ 

住民主体による地域福祉活動（見守り活

動など）の支援 

社会福祉協議会 Ａ 

Ｂ 

高齢福祉課 Ａ 
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施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

⑦地域の特性を活

かした支え合い活

動の推進 

地域福祉や福祉活動の情報収集と情報

提供 

社会福祉協議会 Ｂ 

⑧男女がともに参

画できる地域活動

などの推進 

男女共同参画に関する学習会の開催 生活安全課 Ｂ 

慣習・しきたりなどの見直しに向けた啓

発 

生活安全課 Ｃ 

男女ともに参画できる地域組織づくり 市民協働課 Ｃ 

 

基本方針 （２）地域における交流や生きがいづくりの推進 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①世代間交流の推

進 

地域交流活動の実施 

（保育園・幼児園） 

社会福祉課 Ａ 

高齢者と子どもの交流の実施 社会福祉課 Ａ 

子育て講座、親子交流・世代間交流事業

などの開催 

社会教育課 Ｂ 

まちづくり活動を通じての世代間交流の

推進 

市民協働課 Ｂ 

②いきいきサロン

の拡大 

いきいきサロンの開催支援 社会福祉協議会 Ｃ 

③高齢者・障がい

者の社会参画への

支援 

生活支援の実施 地域包括支援セ

ンター 

Ｂ 

訪問指導の実施 地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

認知症予防事業の実施 地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

うつ予防・閉じこもり予防事業の実施 地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

長寿クラブの活動支援 高齢福祉課 Ａ 

お達者クラブ・元気サークル・若葉会の

開催 

社会福祉協議会 Ａ 

シルバー人材センターの運営支援 高齢福祉課 Ａ 

障がい者スポーツ・レクリエーション活

動への支援 

社会福祉課 Ｂ 

障がい者の社会参加活動への支援 社会福祉課 Ｂ 
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施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

障がい者の芸術・文化活動の活性化への

支援 

社会福祉課 Ｂ 

交流及び共同学習の推進 学校教育課 Ｂ 

④生涯学習の推進 寿大学の開催 社会教育課 Ｂ 

図書館などでの情報とサービスの提供 社会教育課 Ｂ 

生涯学習推進委員会市民部会の活動 社会教育課 Ｅ 

⑤地域での子育て

支援の充実 

地域子育て支援センター事業の実施 社会福祉課 Ａ 

民生委員・児童委員との協力 社会福祉課 Ｂ 

虐待の早期発見と予防 社会福祉課 Ａ 

健康づくり課  Ａ 

学校教育課 Ａ 

⑥地域の外国人へ

の支援 

国際交流活動の推進 社会教育課 Ｅ 

 

基本方針 （３）地域にある資源の活用（交流の場づくり、地域の拠点の整備） 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①地域の拠点づく

り 

地域の活動拠点づくりの検討 社会福祉協議会 Ｂ 

老人憩いの家 高齢福祉課 Ａ 

福祉関連事業者の活用の検討 社会福祉課 Ｂ 

②子どもの居場所

づくり 

放課後児童健全育成事業（放課後児童ク

ラブ） 

社会福祉課 Ｂ 

児童館の運営 社会福祉課 

社会福祉協議会 

Ａ 

Ａ 

児童遊園地の整備 社会福祉課 Ａ 

都市公園遊具の整備・更新 都市計画課 Ａ 

③宅老所の整備支

援 

宅老所事業の支援 高齢福祉課 Ａ 
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基本方針 （４）ボランティア・市民活動団体の活動の推進 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①ボランティア活

動などに対する情

報提供の充実 

広報紙、ホームページの積極的活用 社会福祉協議会 Ａ 

②ボランティア活

動などに参加しや

すいしくみづくり

の検討 

社会福祉協議会を軸とした関連団体など

との連携 

社会福祉協議会 Ｂ 

市民活動補償制度の設置 市民協働課 Ａ 

③ボランティア・

市民活動センター

機能の充実 

ボランティア・市民活動センターの支援 社会福祉協議会 Ａ 

④子どものボラン

ティア活動などへ

の参加推進 

子ども会連合会との連携 社会教育課 Ｂ 

ジュニアリーダーズクラブの指導・活用 社会教育課 Ｄ 

⑤自然保護をテー

マにした住民参加

の企画 

環境フェアみずなみの開催 環境課 Ａ 

⑥自治会活動など

への支援 

地域活動の活性化支援 市民協働課 Ｃ 

 

基本目標２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう 

      ～みんなで支え合い、助け合おう！～ 
 

基本方針 （１）地域における活動組織のネットワークづくり 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①ネットワークづ

くりの推進 

地域ネットワークづくりの支援 社会福祉課 Ｂ 

子育て支援ネットワーク会議の設置 社会福祉課 Ｃ 

非行防止活動などネットワークづくり 社会教育課 Ｂ 

②地域福祉団体の

相互連携の支援 

身体障がい者相談員・知的障がい者相談

員と民生委員・児童委員との連携支援 

社会福祉課 Ａ 

まちづくり推進組織におけるサポート体

制の強化 

市民協働課 Ｂ 

③社会資源のネッ

トワークづくりへ

の働きかけ 

療育機能の強化 社会福祉課 Ａ 

専門機関など幅広い障がい者福祉ネット

ワークの確立 

社会福祉課 Ａ 
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施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

医療機関と連携した高齢者の支援 地域包括支援セ

ンター 

高齢福祉課 

Ｂ 

 

基本方針 （２）地域のつながりを支える団体などの活動推進 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①社会福祉協議会

への支援 

社会福祉協議会への運営支援 社会福祉課 Ａ 

②地域の福祉を支

える団体などへの

支援 

民生委員・児童委員協議会への支援と連

携 

社会福祉課 Ｂ 

③地域組織やボラ

ンティア団体など

への支援 

長寿クラブ連合会の活動支援 高齢福祉課 Ａ 

まちづくり推進組織を通じての支援強化 市民協働課 Ｂ 

④地域福祉に関わ

る事業者の機能と

役割の強化 

児童館の利用の多様化 社会福祉課 

社会福祉協議会 

Ａ 

Ａ 

 

基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよ

う 

      ～みんなが身近な地域で安心して暮らせるようにしよ

う！～ 

 
基本方針 （１）相談体制の充実 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①ライフステージ

に応じた相談体制

の充実 

高齢者に関する相談および苦情などの相

談の充実 

高齢福祉課 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

健康教育・健康相談などの実施 地域包括支援セ

ンター 

Ｂ 

子育て相談（保育園・幼児園・児童館）

の実施 

社会福祉課 

社会福祉協議会 

Ａ 

Ａ 

子育て相談の充実 子育て支援セン

ター 

Ａ 
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施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

児童相談体制の整備 社会福祉課 Ａ 

母子保健による健康など相談の実施 健康づくり課 Ａ 

岐阜県母子家庭など就業自立支援センタ

ーの周知 

社会福祉課 Ａ 

障がい者の就労相談支援の実施 社会福祉課 Ａ 

障がい者相談・療育体制の強化 社会福祉課 Ｂ 

障がい者総合相談支援体制の強化 社会福祉課 Ａ 

生活困窮者支援体制の整備 社会福祉課 Ｃ 

②保健・医療・福

祉の相談機関のネ

ットワーク 

地域総合支援協議会による障がい者相談

体制の充実 

社会福祉課 Ａ 

要保護児童対策地域協議会の実施 社会福祉課 Ａ 

地域ケア会議の充実 地域包括支援セ

ンター 

高齢福祉課 

Ｂ 

訪問相談の充実 社会福祉課 Ｂ 

健康づくり課  Ａ 

③同じ立場の人に

よる相談体制づく

り（ピアカウンセ

リングなど） 

ピアカウンセリング体制の検討 社会福祉協議会 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

 

基本方針 （２）情報提供の充実 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①多様な情報の提

供 

介護保険及び高齢者福祉サービスの広報

活動の充実 

高齢福祉課 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

遊び場マップの活用 社会福祉課 Ａ 

子育て支援総合ガイドブックの作成 社会福祉課 Ａ 

子育て世帯へのバリアフリー情報提供 社会福祉課 Ｃ 

仕事と子育ての両立のための情報提供 商工課 Ｃ 

市ホームページの拡充 企画政策課 Ａ 

防災・防犯「絆」メールによる市民への

防災・防犯情報の提供 

生活安全課 Ｂ 
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②情報の共有化の

推進 

高齢者などの情報弱者の支援 企画政策課 Ａ 

地域情報格差の解消 企画政策課 Ｂ 

③地域のすみずみ

まで福祉情報が流

れるしくみづくり 

関係機関との連携・地域の教室などを通

じた情報提供 

健康づくり課 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

健康づくり課 Ａ 

民生委員・児童委員を通じた情報提供 社会福祉課 Ｂ 

 

基本方針 （３）福祉の人材確保 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①ボランティアの

育成 

地域のＩＴリーダーやボランティアの育

成・確保 

企画政策課 Ａ 

各種ボランティア講座の支援 社会福祉課 Ｂ 

②シルバーボラン

ティアの育成・支

援 

シルバーボランティアの育成支援 高齢福祉課 Ａ 

③研修機会などの

充実 

各種養成研修への参加推進 社会福祉課 Ａ 

④専門分野の人材

確保 

専門分野の人材育成の検討 社会福祉課 Ｄ 

 

基本方針 （４）サービスの質の向上 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①福祉サービス評

価事業の推進 

保育サービス評価事業の実施 社会福祉課 Ａ 

 

基本方針 （５）生活環境の整備 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①日常生活自立支

援事業の推進 

日常生活自立支援事業の利用推進 社会福祉課 

社会福祉協議会 

Ａ 

Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

②成年後見制度の

利用支援 

成年後見制度の利用推進 社会福祉課 Ａ 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 



Ⅰ 調査の概要 ３ 取り組み及び達成度一覧 

 

15 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

③福祉サービス全

般に関する苦情解

決の推進 

苦情解決の周知 社会福祉協議会 Ａ 

＜保育園・幼児園＞苦情解決の推進 社会福祉課 Ａ 

 

基本方針 （６）生活環境の整備 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①人にやさしいま

ちづくりの推進 

バリアフリー化・ユニバーサルデザイン

の導入の推進 

社会福祉課 Ｃ 

道路の整備 土木課 Ｂ 

公園などの整備 都市計画課 Ａ 

駅周辺の整備 都市計画課 Ａ 

②子育てにやさし

いまちづくりの推

進 

認可外保育施設への支援 社会福祉課 Ｅ 

幼児園の整備 社会福祉課 Ｂ 

子育て支援センター親子教室の実施 社会福祉課 Ａ 

幼児園の園庭開放 社会福祉課 Ａ 

幼保合同活動事業の実施 学校教育課 Ａ 

社会福祉課 Ａ 

市民公園再整備の実施 都市計画課 Ａ 

③外出支援の充実 移送サービスの実施 地域包括支援セ

ンター 

Ｂ 

社会福祉課 Ｃ 

利用しやすい公共交通の運行 商工課 Ｂ 

移動支援の充実 社会福祉課 Ａ 

重度心身障がい者（児）の移動支援の実

施 

社会福祉課 Ａ 

④住宅環境の整備 住宅修繕相談の実施 都市計画課 Ａ 

障がい者の生活の場の確保 社会福祉課 Ｂ 

日中活動の場の充実 社会福祉課 Ｂ 

住宅改修の推進 社会福祉課 Ａ 

市営住宅の整備 都市計画課 Ｂ 
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基本方針 （７）防災・防犯などに備えた体制の整備 

施策の方向性 取り組み 担当課 達成度 

①緊急時、災害時

に対する支援体制

の充実 

緊急通報装置（あんしんネットワークシ

ステム）の設置 

地域包括支援セ

ンター 

Ａ 

徘徊高齢者探索システムの運用 地域包括支援セ

ンター 

Ｃ 

防災知識の普及・啓発 生活安全課 Ｂ 

土木課 Ａ 

防災ネットワークの整備 社会福祉課 Ｂ 

社会福祉課 

生活安全課 

Ｂ 

地域の防災リーダー、自主防災組織の育

成 

生活安全課 Ｂ 

災害時の避難行動要支援者支援体制の確

保 

社会福祉課 

生活安全課 

Ｂ 

福祉避難所の確保 社会福祉課 Ｂ 

防犯・防災、緊急時の支援 生活安全課 Ａ 

②防犯対策の推進 交通安全活動の実施 生活安全課 Ａ 

防犯対策の実施 生活安全課 Ａ 

交通安全施設の整備 生活安全課 Ａ 

交通安全教室の開催 生活安全課 Ａ 

各区長会での防犯の啓発 市民協働課 Ｃ 

ＬＥＤ防犯灯の整備 生活安全課 Ａ 

危険防止用資材の支給 生活安全課 Ａ 

関係団体との提携 生活安全課 Ｂ 
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Ⅱ 評価のとりまとめ 

１ 全体評価のとりまとめ 

（１）全体評価 

第３期瑞浪市地域福祉計画のすべての「取り組み」を評価した達成度に

ついて、それぞれＡを 100点、Ｂを 75点、Ｃを 50点、Ｄを 25点、Ｅを０

点として点数化し、全体の平均を求めると、100点満点で、 

 

８５．４ 点 
 

となっています。 

今回評価した 143 の「取り組み」の中には、様々な内容・性格の取り組

みが盛り込まれており、正確な点数評価は極めて困難ですが、第３期瑞浪

市地域福祉計画は、計画期間４年が経過した時点で、８割台半ばの達成度

となっています。 

 

（２）基本目標別の比較 

基本目標別に比較すると、評価が最も高いのは「３ 地域で安心して暮

らせるためのまちづくりをすすめよう～みんなが身近な地域で安心して暮

らせるようにしよう！～」(87.5 点)で、全体平均の 85.4 点を約２ポイン

ト上回っています。この基本目標は、相談体制の充実、情報提供の充実、

福祉の人材確保、サービスの質の向上、サービス利用者の権利の保護の推

進、生活環境の整備、防災・防犯などに備えた体制の整備に関する内容で

構成されており、“安全・安心の環境づくり”の評価は高くなっています。 

次いで評価が高いのは「２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつ

くろう～みんなで支え合い、助け合おう！～」(85.7 点）で、全体平均と

ほぼ同様となっています。この基本目標は、地域における活動組織のネッ

トワークづくり、地域のつながりを支える団体などの活動推進に関する内

容で構成されており、“共助・互助の環境づくり”の評価は平均的なものと

なっています。 

３つの基本目標の中で評価が最も低いのは「１ 市民の地域福祉活動な

どへの積極的な参加を図ろう～みんなで地域活動へ参加しよう！～」(82.6

点）で、全体平均を約３ポイント下回っています。この基本目標は、福祉
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に対する市民の意識づくり、地域における交流や生きがいづくりの推進、

地域にある資源の活用（交流の場づくり、地域の拠点の整備）、ボランティ

ア・市民活動団体の活動の推進に関する内容で構成されており、“地域福祉

活動に参加しやすい環境づくり”の評価は低くなっています。［図表１・２

参照］ 

 

図表１ 基本目標別達成度（平均点） 
 

基本目標 
達成度 

（平均点） 

１ 市民の地域福祉活動などへの積極的な参加を図ろう 

～みんなで地域活動へ参加しよう！～ 
82.6 

２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう 

～みんなで支え合い、助け合おう！～ 
85.7 

３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよう 

～みんなが身近な地域で安心して暮らせるようにしよう！～ 
87.5 

 

図表２ 基本目標別達成度（平均点） 

  

 

 

82.6

85.787.5

50.0

100.0

1 市民の地域福祉活動などへの積極

的な参加を図ろう

～みんなで地域活動へ参加しよう！

～ .

2 地域での助け合い、支え合いのしく

みをつくろう

～みんなで支え合い、助け合おう！～

3 地域で安心して暮らせるためのまち

づくりをすすめよう

～みんなが身近な地域で安心して暮

らせるようにしよう！～

（点）
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２ 基本目標ごとの評価のとりまとめ 

（１）基本目標１ 市民の地域福祉活動への積極的な参加

を図ろう 

「基本目標１ 市民の地域福祉活動への積極的な参加を図ろう～みんな

で地域活動へ参加しよう！」～（82.6点）は、３つの基本目標の中で最も

低い評価となっています。 

この基本目標の中で評価が高い基本方針は「（3）地域にある資源の活用

（交流の場づくり、地域の拠点の整備）」（91.7点）で、全体平均を約６ポ

イント上回り、高い評価となっています。掲げた８つの取り組みのうち、

５つが 100.0％、３つが 75.0％の達成度となっており、地域の拠点づくり

については福祉団体と地域住民との連携、子どもの居場所づくりについて

は、放課後児童支援員の確保が課題としてあげられます。 

次いで評価の高い「（1）福祉に対する市民の意識づくり」（83.3点）です

が、全体平均を約２ポイント下回っています。掲げた19の取り組みのうち、

６つが 100.0％、１つが 91.7％、９つが 75.0％の達成度と概ね順調ですが、

「連合自治会と民生委員・児童委員協議会の意見交換会の開催」、「慣習・

しきたりなどの見直しに向けた啓発」、「男女ともに参画できる地域組織づ

くり」の３つが 50.0％の達成度にとどまっています。当該３つの取り組み

については、市民が地域福祉に関する話し合いに積極的に参加できるしく

みづくりに向けた連合自治会と民生委員・児童委員協議会との定期的な意

見交換会の実施、男女がともに参画できる地域活動などの推進については、

慣習・しきたりなどの見直しに向けた啓発を引き続き行うとともに、人材

育成等、団体運営への支援等の充実による男女ともに参画できる地域組織

づくりが必要です。 

続く「（2）地域における交流や生きがいづくりの推進」（80.0点）は、全

体平均を約５ポイント下回り、低い評価となっています。掲げた 23の取り

組みのうち、100.0％、75.0％の達成度が各 10となっていますが、「いきい

きサロンの開催支援」が 50.0％、「生涯学習推進委員会市民部会の活動」、

「国際交流活動の推進」の２つが０％の達成度となっています。いきいき

サロンの拡大に向け、サロンが全く実施されていない地区への社協支部に

よる支援が必要であり、地域の外国人への支援については、国際交流につ

ながる事業の実施検討が必要となっています。 

この基本目標の中で最も低い評価である「（4）ボランティア・市民活動

団体の活動の推進」（78.1点）は全体平均を約７ポイント下回り、全 13の



Ⅱ 評価のとりまとめ ２ 基本目標ごとの評価のとりまとめ 

 

 

20 

基本方針のなかでも最も低い評価となっています。掲げた８つの取り組み

のうち、４つが 100.0％、２つが 75.0％、１つが 50.0％、１つが 25.0％の

達成度となっており、子どものボランティア活動などへの参加推進に向け、

瑞浪市子ども会連合会がジュニアリーダー募集を行う際の広報に協力する

とともに、自治会活動などへの支援については、転入者や自治会未加入世

帯に対して、自治会活動の必要性を呼びかける必要があります。［図表３・

４参照］ 
 

図表３ 施策別達成度（平均点） 

基本目標１ 市民の地域福祉活動への積極的な参加を図ろう 
 

（1）福祉に対する市民の意識づくり 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①地域福祉に関する積極的な情報提供 100.0 

 
「広報みずなみ」、ホームページなどを通じた保健・

福祉に関する情報提供 
100.0 

②イベントなどを通じての普及・啓発の推進 91.7 

 福祉まつりの開催 100.0 

 健康まつりの開催 75.0 

 施設の行う地域交流事業の情報提供 100.0 

③市民が地域福祉に関する話し合いに積極的に参加でき

るしくみづくり 
66.7 

 
連合自治会と民生委員・児童委員協議会の意見交換

会の開催 
50.0 

 市民からの情報発信の環境整備の支援 75.0 

 各地区町民会議の開催 75.0 

④福祉教育の充実 87.5 

 福祉教育と交流事業の充実 100.0 

 学校における福祉教育の充実 75.0 

 公民館を利用した子ども向け講座の開催 75.0 

 中学生職場体験の実施 100.0 
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⑤子どもの体験学習などの機会の充実 87.5 

 ふれあい体験の実施 100.0 

 子育て支援講座の実施 75.0 

⑥あいさつ運動、声かけ運動の推進 87.5 

 街頭指導活動の推進 75.0 

 
住民主体による地域福祉活動（見守り活動など）の

支援 
91.7 

⑦地域の特性を活かした支え合い活動の推進 75.0 

 地域福祉や福祉活動の情報収集と情報提供 75.0 

⑧男女がともに参画できる地域活動などの推進 58.3 

 男女共同参画に関する学習会の開催 75.0 

 慣習・しきたりなどの見直しに向けた啓発 50.0 

 男女ともに参画できる地域組織づくり 50.0 

 

（2）地域における交流や生きがいづくりの推進 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①世代間交流の推進 87.5 

 
地域交流活動の実施  

（保育園・幼児園） 
100.0 

 高齢者と子どもの交流の実施 100.0 

 子育て講座、親子交流・世代間交流事業などの開催 75.0 

 まちづくり活動を通じての世代間交流の推進 75.0 

②いきいきサロンの拡大 50.0 

 いきいきサロンの開催支援 50.0 

③高齢者・障がい者の社会参画への支援 88.6 

 生活支援の実施 75.0 
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 訪問指導の実施 100.0 

 認知症予防事業の実施 100.0 

 うつ予防・閉じこもり予防事業の実施 100.0 

 長寿クラブの活動支援 100.0 

 お達者クラブ・元気サークル・若葉会の開催 100.0 

 シルバー人材センターの運営支援 100.0 

 障がい者スポーツ・レクリエーション活動への支援 75.0 

 障がい者の社会参加活動への支援 75.0 

 障がい者の芸術・文化活動の活性化への支援 75.0 

 交流及び共同学習の推進 75.0 

④生涯学習の推進 50.0 

 寿大学の開催 75.0 

 図書館などでの情報とサービスの提供 75.0 

 生涯学習推進委員会市民部会の活動 0.0 

⑤地域での子育て支援の充実 95.0 

 地域子育て支援センター事業の実施 75.0 

 民生委員・児童委員との協力 100.0 

 虐待の早期発見と予防 100.0 

⑥地域の外国人への支援 0.0 

 国際交流活動の推進 0.0 

 

（3）地域にある資源の活用（交流の場づくり、地域の拠点の整備） 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①地域の拠点づくり 83.3 

 地域の活動拠点づくりの検討 75.0 

 老人憩いの家 100.0 
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 福祉関連事業者の活用の検討 75.0 

②子どもの居場所づくり 95.0 

 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 75.0 

 児童館の運営 100.0 

 児童遊園地の整備 100.0 

 都市公園遊具の整備・更新 100.0 

③宅老所の整備支援 100.0 

 宅老所事業の支援 100.0 

 

（4）ボランティア・市民活動団体の活動の推進 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①ボランティア活動などに対する情報提供の充実 100.0 

 広報紙、ホームページの積極的活用 100.0 

②ボランティア活動などに参加しやすいしくみづくりの

検討 
87.5 

 社会福祉協議会を軸とした関連団体などとの連携 75.0 

 市民活動補償制度の設置 100.0 

③ボランティア・市民活動センター機能の充実 100.0 

 ボランティア・市民活動センターの支援 100.0 

④子どものボランティア活動などへの参加推進 50.0 

 子ども会連合会との連携 75.0 

 ジュニアリーダーズクラブの指導・活用 25.0 

⑤自然保護をテーマにした住民参加の企画 100.0 

 環境フェアみずなみの開催 100.0 

⑥自治会活動などへの支援 50.0 

 地域活動の活性化支援 50.0 
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図表４ 施策別達成度（平均点） 

基本目標１ 市民の地域福祉活動への積極的な参加を図ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.3

80.0

91.7

78.1
0.0

50.0

100.0

（1）福祉に対する市民の意識づくり

（2）地域における交流や生きがいづく

りの推進

（3）地域にある資源の活用（交流の場

づくり、地域の拠点の整備）

（4）ボランティア・市民活動団体の活動

の推進

（点）
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（２）基本目標２ 地域での助け合い、支え合いのしくみ

をつくろう 

「基本目標２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう」（85.7

点）は、３つの基本目標の中で２番目の評価となっています。 

この基本目標は２つの基本方針で構成されており、「（2）地域のつながり

を支える団体などの活動推進」（91.7 点）は、全体平均を約６ポイント上

回り、高い評価となっています。掲げた５つの取り組みのうち、３つが

100.0％、２つが 75.0％の達成度となっており、地域の福概ね順調といえ

ます。今後においては、引き続き、福祉を支える団体などへの支援として、

民生委員・児童委員協議会への支援と連携に向け、区長や地域住民に民生

委員・児童委員の活動への理解を深めてもらう必要があります。また、地

域組織やボランティア団体などへの支援に向け、まちづくり推進組織を通

じて、より広く支援を行うことができるよう、市内で活動する団体の把握

することが必要です。 

もう一つの基本方針である「（1）地域における活動組織のネットワーク

づくり」(81.3 点）は、全体平均を約４ポイント下回り、評価がやや低く

なっています。掲げた８つの取り組みのうち、３つが 100.0％、４つが

75.0％の達成度、１つが 50.0％の達成度となっています。地域単位におい

て、地域活動関係者のお互いの活動を理解し、お互いに協力と助け合いが

できるネットワークづくりを支援するとともに、子ども・子育て会議を積

極的に活用し、関係団体との意見交換を行い、現状・課題を情報共有する

し連携強化を図るなど、ネットワークづくりをさらに推進していく必要が

あります。［図表５・６参照］ 
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図表５ 施策別達成度（平均点） 

基本目標 ２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう 

 

（1）地域における活動組織のネットワークづくり 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①ネットワークづくりの推進 66.7 

 

地域ネットワークづくりの支援 75.0 

子育て支援ネットワーク会議の設置 50.0 

非行防止活動などネットワークづくり 75.0 

②地域福祉団体の相互連携の支援 87.5 

 
身体障がい者相談員・知的障がい者相談員と民生委
員・児童委員との連携支援 

100.0 

 まちづくり推進組織におけるサポート体制の強化 75.0 

③社会資源のネットワークづくりへの働きかけ 91.7 

 療育機能の強化 100.0 

 
専門機関など幅広い障がい者福祉ネットワークの確
立 

100.0 

 医療機関と連携した高齢者の支援 75.0 

 

（2）地域のつながりを支える団体などの活動推進 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①社会福祉協議会への支援 100.0 

 社会福祉協議会への運営支援 100.0 

②地域の福祉を支える団体などへの支援 75.0 

 民生委員・児童委員協議会への支援と連携 75.0 

③地域組織やボランティア団体などへの支援 87.5 

 
長寿クラブ連合会の活動支援 100.0 

まちづくり推進組織を通じての支援強化 75.0 

④地域福祉に関わる事業者の機能と役割の強化 100.0 

 児童館の利用の多様化 100.0 
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図表６ 施策別達成度（平均点） 

基本目標２ 地域での助け合い、支え合いのしくみをつくろう 
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（1）地域における活動組織のネットワークづくり （2）地域のつながりを支える団体などの活動推進

（点）
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（３）基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのまちづ

くりをすすめよう 

「基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよう」

（87.5点）は、３つの基本目標の中で最も高い評価となっています。 

この基本目標の中で評価が最も高い基本方針は「（4）サービスの質の向

上」と「（5）サービス利用者の権利の保護の推進」（100.0点）で、掲げた

取り組みはすべて達成しています。 

次いで評価が高い施策は「（1）相談体制の充実」（92.5 点）で、全体平

均を約７ポイント上回り、全 13の基本方針のなかでも２番目に高い評価が

となっています。掲げた16の取り組みのうち、11が100.0％、３つが75.0％、

１つが 87.5％の達成度となっており、概ね達成していますが、「生活困窮

者支援体制の整備」については、50.0％の達成度にとどまっており、生活

困窮者に対する支援とあわせて制度を利用してもらえるようＰＲを行って

いくことが課題となっています。 

続く「（2）情報提供の充実」（87.5 点）もわずかながら全体平均を上回

ります。掲げた 11の取り組みのうち、６つが 100.0％、３つが 75.0％の達

成度となっており、概ね達成していますが、「仕事と子育ての両立のための

情報提供」と「仕事と子育ての両立のための情報提供」の２つが 50.0％の

達成度にとどまっています。前者については、子育て世帯へのバリアフリ

ー情報提供として、市内の子育て支援施設のバリアフリー情報をまとめ、

ＨＰ上にアップする必要があり、後者については、一人ひとりの実情に沿

った情報をより具体的に得られる機会が不足しているため、ハローワーク

多治見で行われているマザーズコーナーの出張相談を行う必要があります。 

また、「（7）防災・防犯などに備えた体制の整備」（84.7点）は、わずか

ながら全体平均を下回ります。掲げた 16の取り組みのうち、８つが 100.0％、

１つが 87.5％、５つが 75.0％の達成度となっており、概ね順調といえます。

ただし、「徘徊高齢者探索システムの運用」と「各区長会での防犯の啓発」

の２つが 50.0％の達成度にとどまっており、前者については、平成 31 年

度末時点で利用者がなく、端末機を持ち歩いていないと運用できないこと

から、見直しが必要であり、後者については、引き続き、自治会、まちづ

くり推進組織に対し、防犯に関する情報提供の場を設け、呼びかけを行っ

ていく必要があります。 

この基本目標のなかで下から２番目の評価の「（6）生活環境の整備」（82.1

点）は全体平均を約３ポイント下回ります。掲げた 19 の取り組みのうち、

10が 100.0％、６つが 75.0％、２つが 50.0％、１つが０％の達成度となっ
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ています。 

人にやさしいまちづくりの推進に向け、施設整備・改修に当たっては、

引き続き、高齢者・障がい者に配慮し、バリアフリー化を行うとともに、

外出支援の充実に向け、障がい者の移動手段にかかる実態を把握した上で、

必要な移送サービスを検討する必要があります。 

この基本目標の中で評価が最も低い施策は「（3）福祉の人材確保」（80.0

点）で、全体平均を約５ポイント下回り、全基本方針 13の中でも下から２

番目となっています。掲げた４つの取り組みのうち、３つが 100.0％、１

つが 75.0％、１つが 25.0％の達成度となっています。特に評価の低い「専

門分野の人材育成の検討」については、福祉分野の多様化に対応できるよ

うにするため、地域活動団体、事業者と情報交換を行いながら、高度な知

識や幅広い知識をもつ人材育成を検討していく必要があります。［図表７・

８参照］ 
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図表７ 施策別達成度（平均点） 

基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよう 

 

（1）相談体制の充実 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①ライフステージに応じた相談体制の充実 92.3 

 

高齢者に関する相談および苦情などの相談の充実 100.0 

健康教育・健康相談などの実施 75.0 

子育て相談（保育園・幼児園・児童館）の実施 100.0 

子育て相談の充実 100.0 

児童相談体制の整備 100.0 

母子保健による健康など相談の実施 100.0 

岐阜県母子家庭など就業自立支援センターの周知 100.0 

障がい者の就労相談支援の実施 100.0 

障がい者相談・療育体制の強化 75.0 

障がい者総合相談支援体制の強化 100.0 

生活困窮者支援体制の整備 50.0 

②保健・医療・福祉の相談機関のネットワーク 90.0 

 地域総合支援協議会による障がい者相談体制の充実 100.0 

 要保護児童対策地域協議会の実施 100.0 

 地域ケア会議の充実 75.0 

 訪問相談の充実 87.5 

③同じ立場の人による相談体制づくり（ピアカウンセリ
ングなど） 

100.0 

 ピアカウンセリング体制の検討 100.0 
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（2）情報提供の充実 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①多様な情報の提供 84.4 

 介護保険及び高齢者福祉サービスの広報活動の充実 100.0 

 遊び場マップの活用 100.0 

 子育て支援総合ガイドブックの作成 100.0 

 子育て世帯へのバリアフリー情報提供 50.0 

 仕事と子育ての両立のための情報提供 50.0 

 市ホームページの拡充 100.0 

 
防災・防犯「絆」メールによる市民への防災・防犯

情報の提供 
75.0 

②情報の共有化の推進 87.5 

 高齢者などの情報弱者の支援 100.0 

 地域情報格差の解消 75.0 

③地域のすみずみまで福祉情報が流れるしくみづくり 93.8 

 

関係機関との連携・地域の教室などを通じた情報提

供 
100.0 

民生委員・児童委員を通じた情報提供 75.0 

 

（3）福祉の人材確保 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①ボランティアの育成 87.5 

 
地域のＩＴリーダーやボランティアの育成・確保 100.0 

各種ボランティア講座の支援 75.0 

②シルバーボランティアの育成・支援 100.0 

 シルバーボランティアの育成支援 100.0 

③研修機会などの充実 100.0 

 各種養成研修への参加推進 100.0 
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④専門分野の人材確保 25.0 

 専門分野の人材育成の検討 25.0 

 

（4）サービスの質の向上 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①福祉サービス評価事業の推進 100.0 

 保育サービス評価事業の実施 100.0 

 

（5）サービス利用者の権利の保護の推進 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①日常生活自立支援事業の推進 100.0 

 日常生活自立支援事業の利用推進 100.0 

②成年後見制度の利用支援 100.0 

 成年後見制度の利用推進 100.0 

③福祉サービス全般に関する苦情解決の推進 100.0 

 苦情解決の周知 100.0 

 ＜保育園・幼児園＞苦情解決の推進 100.0 

 

（6）生活環境の整備 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①人にやさしいまちづくりの推進 81.3 

 
バリアフリー化・ユニバーサルデザインの導入の推

進 
50.0 

 道路の整備 75.0 

 公園などの整備 100.0 

 駅周辺の整備 100.0 

②子育てにやさしいまちづくりの推進 82.1 

 認可外保育施設への支援 0.0 
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 幼児園の整備 75.0 

 子育て支援センター親子教室の実施 100.0 

 幼児園の園庭開放 100.0 

 幼保合同活動事業の実施 100.0 

 市民公園再整備の実施 100.0 

③外出支援の充実 80.0 

 

移送サービスの実施 50.0 

利用しやすい公共交通の運行 75.0 

移動支援の充実 100.0 

重度心身障がい者（児）の移動支援の実施 100.0 

④住宅環境の整備 85.0 

 住宅修繕相談の実施 100.0 

 障がい者の生活の場の確保 75.0 

 日中活動の場の充実 75.0 

 住宅改修の推進 100.0 

 市営住宅の整備 75.0 

 

（7）防災・防犯などに備えた体制の整備 

施策の方向性（取り組み） 達成度（平均点） 

①緊急時、災害時に対する支援体制の充実 80.0 

 

緊急通報装置（あんしんネットワークシステム）の

設置 
100.0 

徘徊高齢者探索システムの運用 50.0 

防災知識の普及・啓発 87.5 

防災ネットワークの整備 75.0 

地域の防災リーダー、自主防災組織の育成 75.0 

災害時の避難行動要支援者支援体制の確保 75.0 

福祉避難所の確保 75.0 

防犯・防災、緊急時の支援 100.0 
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②防犯対策の推進 90.6 

 交通安全活動の実施 100.0 

 防犯対策の実施 100.0 

 交通安全施設の整備 100.0 

 交通安全教室の開催 100.0 

 各区長会での防犯の啓発 50.0 

 ＬＥＤ防犯灯の整備 100.0 

 危険防止用資材の支給 100.0 

 関係団体との提携 75.0 

 

 

図表８ 施策別達成度（平均点） 

基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのまちづくりをすすめよう 
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（1）地域における活動組織のネット

ワークづくり

（2）地域のつながりを支える団体など

の活動推進

（1）相談体制の充実

（2）情報提供の充実

（3）福祉の人材確保（4）サービスの質の向上

（5）サービス利用者の権利の保護の

推進

（6）生活環境の整備

（7）防災・防犯などに備えた体制の整

備

（点）
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Ⅲ 取り組みごとの達成状況・課題等 

１ 基本目標１ 市民の地域福祉活動への積極的な

参加を図ろう 

１．福祉に対する市民の意識づくり 

①地域福祉に関する積極的な情報提供 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

「 広 報 み ず な

み」、ホームペー

ジなどを通じた

保健・福祉に関す

る情報提供 

地域住民が保健・福祉に関する情

報を得やすくするため、わかりや

すい情報提供に努めます。 

Ａ 【社会福祉課】 

今後も情報提供を行い、地

域住民に対し周知を行い

ます。 

Ａ 【高齢福祉課】 

今後も第８期計画策定概

要及び法・制度改正等につ

いて情報提供を行い、地域

住民に対し周知を行って

いきます。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

法改正、制度の啓発ととも

に、地域包括支援センター

の委託について十分な周

知を行っていきます。 

Ａ 【健康づくり課】 

今後も健康情報をわかり

やすく発信していきます。 

②イベントなどを通じての普及・啓発の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

福祉まつりの開

催 

地域福祉活動に関わる団体や多く

の人に参加を呼びかけ、普及・啓

発を図ります。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

参加希望施設が増えてき

たため、会場が手狭にな

ってきている。レイアウ
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取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

ト等検討しながら、実施

していきます。福祉色が

薄れ、イベント化してい

る面があるため、ボラン

ティア・福祉施設・福祉

用具展示等に力を入れて

いきます。 

健康まつりの開

催 

市民の健康づくり意識向上のため

に医師健康相談、歯科検診、薬の

相談、食生活などのコーナーを設

置して啓発に努めます。 

Ｂ 【健康づくり課】 

参加者数の増加に努めて

はいるものの大きな増加

には至っていません。健

康づくり意識向上の啓発

の場として、参加者数増

加を図っていきます。 

施設の行う地域

交流事業の情報

提供 

広報紙やホームページなどの活用

により、施設の行う地域交流事業

の情報提供などに努めます。 

Ａ 【社会福祉課】 

今後も、施設の行う地域

交流事業の情報提供、PR

を行います。 

③市民が地域福祉に関する話し合いに積極的に参加できるしくみづくり 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

連合自治会と民

生委員・児童委員

協議会の意見交

換会の開催 

連合自治会と民生委員・児童委員

協議会の代表が集まって地域の問

題や防災などについて意見交換を

行う会を開催します。 

Ｃ 【社会福祉課】 

連合自治会と民生委員・児

童委員協議会の意見交換

会を定期的に行うように

し、お互いの役割について

理解を深めるとともに、意

見交換を行います。 

市民からの情報

発信の環境整備

の支援 

市のホームページに地域のまちづ

くりコーナーを設置し、各地区ま

ちづくりのホームページや広報紙

を掲載し、情報発信していきます。 

Ｂ 【企画政策課】 

更なる閲覧者数の増加を

目指すため、アクセシビリ

ティに対応した記事を作

成するよう指導します。 
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各地区町民会議

の開催 

青少年育成を目的とした町民運動

会・地域交流会などを協議し、関

係団体で実践します。 

Ｂ 【社会教育課】 

町民会議の組織形態や事

業の執行力等は地域によ

って異なってきています。

それぞれの地域の独自課

題については、引き続き町

民会議の中で協議する一

方、共通課題については、

青少年育成市民会議の中

で解決する必要がありま

す。 

④福祉教育の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

福祉教育と交流

事業の充実 

福祉に関わる学習や交流事業を開

催します。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

小中学生への出前講座は、

福祉のこころを育てる「種

まき」として重要ととらえ

ており、いつか芽を出して

くれることを期待してい

ます。また、子どもたちの

親世代へのアプローチと

しても重要であると考え

るため、今後も継続してい

きます。 

学校における福

祉教育の充実 

総合的な学習の時間における「福

祉」の学習の充実と交流を行いま

す。 

Ｂ 【学校教育課】 

計画的に学習を行い、成果

の発表も学校単位で行っ

ています。 

今後は、追究学習の成果や

まとめを外部に効果的に

発信する方法をさらに工

夫していきます。 
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公民館を利用し

た子ども向け講

座の開催 

子ども料理教室など多様なメニュ

ーを提供します。 

Ｂ 【社会教育課】 

参加できる人数が限られ

ており、参加を希望する子

どもが参加できない場合

があります。 

そのため、参加枠を極力大

きくし、より多く参加でき

るよう調整します 

中学生職場体験

の実施 

中学生の職場体験を行う中で、福

祉に興味のある生徒の職場体験先

と福祉施設との連携を図ります。 

Ａ 【学校教育課】 

継続していきます。 
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⑤子どもの体験学習などの機会の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

ふれあい体験の

実施 

各幼児園・保育園において地域の

小中学生の体験学習や職場体験、

ボランティアなどを積極的に受け

入れ、歯みがき交流などを行いま

す。 

Ａ 【社会福祉課】 

時間の確保・調整が課題と

なりますが、可能な限りふ

れあい体験の実施を進め

ます。 

子育て支援講座

の実施 

親子が対象の講座を開催します。 Ｂ 【社会教育課】 

親子に向けた講座を開催

しましたが、内容を家庭教

育の面から見直すことが

できなかったため、今後は

家庭教育につながる講座

の開催を検討していきま

す。 
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⑥あいさつ運動、声かけ運動の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

街頭指導活動の

推進 

青少年育成町民会議や地区子ども

会育成会などであいさつ運動を展

開します。 

Ｂ 【社会教育課】 

町民会議の組織形態や事

業の執行力等は地域によ

って異なってきています。

それぞれの地域の独自課

題については、引き続き町

民会議の中で協議する一

方、共通課題については、

青少年育成市民会議の中

で解決する必要がありま

す。 

住民主体による

地域福祉活動（見

守り活動など）の

支援 

民生委員・児童委員、福祉委員や

長寿クラブによる見守り活動を支

援します。 

Ａ 【社会福祉課】 

今後も高齢者・児童等見守

り活動支援を行います。 

  Ｂ 【社会福祉協議会】 

福祉委員の意識に温度差

があり、実施していない地

区があるため、各地区へ出

向いて見守りの必要性に

ついて話していきます。 

  Ａ 【高齢福祉課】 

今後も高齢者見守り活動

支援を行います。 
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⑦地域の特性を活かした支え合い活動の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域福祉や福祉

活動の情報収集

と情報提供 

先進事例を収集し、地域に合った

福祉活動を検討し新しい活動への

取り組みに対して支援を図りま

す。 

Ｂ 【社会福祉協議会】 

社協の理事、評議員になっ

ている福祉団体もありま

すが、なかなか意見交換を

する機会がないため、今

後、どのように連携してい

くか検討する必要があり

ます。 

⑧男女がともに参画できる地域活動などの推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

男女共同参画に

関する学習会の

開催 

男女共同参画に関する意識の普

及、啓発のために講演会や学習会

を開催します。 

Ｂ 【生活安全課】 

男女共同参画の推進は、市

民生活と深く関連します。

事業の成果は直ちに現れ

るものではありませんが、

今後も啓発活動を継続し、

市民への意識付けに努め

ます。 
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慣習・しきたりな

どの見直しに向

けた啓発 

家庭や地域、職場などに根強く残

る「性別による固定的役割分担意

識」を解消するための啓発を行い

ます。 

Ｃ 【生活安全課】 

「男女共同参画に関する

市民意識調査」の結果、社

会通念・慣習・しきたりに

おいて「男性の方が優遇さ

れている」と回答した人の

割合は、平成 14 年度

80.2%、平成 24年度 68.8%、

平成 29 年度 70.5%と推移

しています。15 年間で約

10％減と意識の改善は見

られますが、5年前との比

較では若干増加しており、

未だ過半数以上の人が「男

性の方が優遇されている」

と感じていることが分か

ります。家庭や地域、職場

等に根強く残る「性別によ

る固定的な役割分担意識」

の解消には、今後も継続的

な啓発活動が必要です。 

男女ともに参画

できる地域組織

づくり 

自治会、地域コミュニティ組織（ま

ちづくり推進組織など）において、

性による分担をなくし、男女の別

なく能力や個性を生かして活動に

参画できるよう意識改革を進めま

す。 

Ｃ 【市民協働課】 

少子高齢化・人口減少の影

響もあり、役員の固定化が

課題となっています。これ

までの支援策に加え、人材

育成といった団体の運営

にかかる助言や指導を行

う必要があります。 
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２．地域における交流や生きがいづくりの推進 

①世代間交流の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域交流活動の

実施  

（保育園・幼児

園） 

公民館活動や長寿クラブ活動への

積極的な参加及び福祉施設訪問を

実施します。 

Ａ 【社会福祉課】 

地域とのつながりが希薄

になっている中、積極的か

つ意識的に地域との関わ

りを持つようにしていま

す。 

高齢者と子ども

の交流の実施 

三世代交流事業や祖父母参観を実

施します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き、意識的に園行事

に組み込んで実施します。 

子育て講座、親子

交流・世代間交流

事業などの開催 

公民館事業の寿大学・文化祭など

において学習内容を検討し、交流

を図ります。 

Ｂ 【社会教育課】 

公民館事業に参加する団

体が固定化されてきてい

る面があるため、まちづく

り組織などと連携し、より

多くの世代が交流できる

ように努めます。 

まちづくり活動

を通じての世代

間交流の推進 

各地区のまちづくり推進組織が実

施するまちづくり事業の中で、子

どもから高齢者までが気軽に交流

できる機会を提供します。 

Ｂ 【市民協働課】 

事業及び参加者の固定化

が課題となっています。 
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②いきいきサロンの拡大 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

いきいきサロン

の開催支援 

地域の高齢者同士やボランティア

が気楽に交流できるよういきいき

サロンの開催を支援します。 

Ｃ 【社会福祉協議会】 

サロンの実施頻度は週 2

回から年 1 回までさまざ

まです。また、サロンが全

く実施されていない地区

も多くあるため、社協支部

がサロンを実施できるよ

う支援が必要です。 
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高齢者・障がい者の社会参画への支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

生活支援の実施 要介護状態となることを防止する

目的で生活援助や指導を実施しま

す。介護保険法の改正による見直

しを順次行います。 

Ｂ 【地域包括支援センター】 

サービスによっては、利用

のないものがあり、今後も

利用が見込めないサービ

スについては、廃止・縮小

を検討します。 

訪問指導の実施 認知症や虚弱で外出することが困

難な高齢者とその家族を対象に身

体機能の低下防止や寝たきり予防

を推進することを目的に訪問指導

を行います。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

地域包括支援センターが

２ケ所設置されることに

より、きめこまやかな訪問

指導ができるように支援

していきます。 

認知症予防事業

の実施 

認知症の早期発見及び早期対応を

目的に、認知症に関する相談や知

識の普及、認知症予防の教室など

を行います。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

地域包括支援センターの

委託に伴い、高齢福祉課と

のさらなる連携が必要で

す。 

うつ予防・閉じこ

もり予防事業の

実施 

高齢者が要介護状態となることな

く、健康でいきいきとした生活を

送ることができるよう、各種の介

護予防教室を開催します。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

地域包括支援センターが

2 ヶ所設置されることに

より、高齢者が出かけやす

い教室を開催します。 
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長寿クラブの活

動支援 

長寿クラブ連合会及び単位長寿ク

ラブにおいて、花壇づくり、健康

体操、清掃作業など高齢者同士の

交流推進や地域の社会奉仕活動、

生きがいづくり・健康づくりのた

めの活動を進めます。 

Ａ 【高齢福祉課】 

クラブ会員の高齢化及び

減少が著しく会員の確保

が困難な状況となってい

ます。今後も長寿クラブ連

合会及び単位クラブの地

域活動や生きがいづくり

のため、加入促進のＰＲ及

び活動支援を行います。 

お達者クラブ・元

気サークル・若葉

会の開催 

高齢者が心身ともに健康で、生き

がいを持って生活できることを目

的として開催します。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

毎月健康体操や、ヨガ、小

物づくりなど内容を変え、

地域の高齢者に楽しんで

もらっています。参加者が

高齢化し、縮小傾向である

ため、新しい参加者を増や

していくことが必要です。 

シルバー人材セ

ンターの運営支

援 

自主的な会員組織で、運営をして

いるので、活動の支援を行います。 

Ａ 【高齢福祉課】 

シルバー人材センターと

協力し、公平かつ適正な就

業機会の充実を図ります。

また、各種の需要に対応す

るため、会員の確保と就業

機会の拡大を図るため、広

報活動に努めます。 
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障がい者スポー

ツ・レクリエーシ

ョン活動への支

援 

身体障害者福祉協会によるスポー

ツ大会の実施への支援を行いま

す。 

Ｂ 【社会福祉課】 

会員の高齢化及び会員数

減少に伴い、スポーツ大会

参加者が減少傾向にあり

ます。幅広い年齢層や知的

障がい者の参加も視野に

入れ、大会のあり方、競技

内容、行政の支援方法を検

討していきます。 

障がい者の社会

参加活動への支

援 

ハローワーク、障がい者就業・生

活支援センターと就労支援事業所

との連携を推進し、一般就労へ結

びつくように支援します。身体障

害者福祉協会への補助などにより

障がい者の社会参加推進を支援し

ます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

外出時の移動手段の確保、

障がい者も参加しやすい

環境づくりが課題です。障

がい者の自立と社会参加

を阻む社会的障壁を取り

除いていくための対応策

を検討していきます。 

障 が い 者 の 芸

術・文化活動の活

性化への支援 

市内施設で、作品の発表の場を設

け、広くみなさんに鑑賞していた

だけるよう支援します。 

身体障害者福祉協会を通じ、県福

祉フェアなどへの出展作品を募集

します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

障がい者による文化芸術

活動の推進に関する法律

（平成 30年法律第 47号）

に基づき、文化・教育関係

部局と連携しながら、一層

の推進を図る必要があり

ます。 
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交流及び共同学

習の推進 

障がいのある児童と障がいのない

児童とが、日常的な交流や共同体

験を通じて互いに理解を深め合

い、ともに豊かな人間性を育むこ

とができるよう、特別支援学級と

通常学級、小中学校と特別支援学

校など学校内や学校間などにおい

て交流及び共同学習の推進を図り

ます。また、地域にある福祉関係

施設との交流を進めます。 

Ｂ 【学校教育課】 

互いに理解を深め、豊かな

人間性を育んでいく交流

となるように充実を図っ

ていきます。 

④生涯学習の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

寿大学の開催 公民館主催の高齢者学級であり、

健康で生きがいのある人生を創造

するための生涯学習の場として実

施します。 

Ｂ 【社会教育課】 

寿大学の学生数が横ばい

なため、より多くの方に入

学してもらえるよう周知

します。 

図書館などでの

情報とサービス

の提供 

図書館において、録音図書、点字

図書や拡大図書などの視聴覚資料

を充実します。また、高齢者・障

がい者への宅配サービスをボラン

ティアの協力を得て実施します。 

Ｂ 【社会教育課】 

図書館へ来ることが困難

な方対象に宅配サービス

を実施していますが、より

多くの方に利用してもら

えるよう周知します。 

生涯学習推進委

員会市民部会の

活動 

市内各地区及び関係団体から推薦

された生涯学習推進委員会市民部

会委員の活動により学習活動・調

査研究活動の活性化を図ります。 

Ｅ 【社会教育課】 

設置要綱を廃止 
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⑤地域での子育て支援の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域子育て支援

センター事業の

実施 

市内 4 か所の子育て支援センター

において、育児相談、育児サロン、

親子教室、子育てサークル育成な

どを実施します。 

Ａ 【社会福祉課】 

子育て家庭から日常的に

相談を受け、個別のニーズ

を把握し、子育てに関する

情報提供や、より効果的に

利用者が必要とする支援

につながるよう、地域の関

係機関との連絡調整、連

携、協働体制づくりをして

いく必要があります。 

民生委員・児童委

員との協力 

各地区の民生委員・児童委員との

連携を図り、要保護児童の把握、

虐待などへの早期の対応に努めま

す。 

Ｂ 【社会福祉課】 

各地区の民生委員・児童委

員と連携が必要です。情報

交換も行います。 

虐待の早期発見

と予防 

日頃から関係機関との情報交換を

図り、保健センター、支援センタ

ー、幼児園、学校などあらゆる場

面で虐待の早期発見と予防に努め

ます。 

Ａ 【社会福祉課】 

「子ども家庭総合支援拠

点」を設置し、情報連携、

切れ目のない支援ができ

るよう体制の強化を図り

ます。 

  Ａ 【健康づくり課】 

今後も関係機関と連携を

図りながら、母子保健事業

を通して、虐待の早期発

見・予防に努めます。 
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  Ａ 【学校教育課】 

虐待の早期発見のために、

より丁寧に子どもの様子

を観察していく必要があ

ります。また、関係機関と

の連携を密にし、チームと

して対応できるようにし

ていきます。 
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⑥地域の外国人への支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

国際交流活動の

推進 

茶話会などの開催により異文化の

理解を深めます。 

Ｅ 【社会教育課】 

国際交流につながる事業

の実施について検討して

いきます。 

３．地域にある資源の活用（交流の場づくり、地域の拠点

の整備） 
 

①地域の拠点づくり 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域の活動拠点

づくりの検討 

公共施設や地域の空き施設を有効

活用するなど、地域の福祉団体が

中軸となり、地域住民のふれあい

や、福祉活動ができるような拠点

づくり、組織づくりの検討をしま

す。 

Ｂ 【社会福祉協議会】 

福祉団体と地域住民との

連携を図るよう検討しま

す。 

老人憩いの家 市内の高齢者の健康増進、教養の

向上に役立てるために市内３箇所

で運営します。 

Ａ 【高齢福祉課】 

今後も介護予防事業、地域

交流事業の充実を図って

いきます。 

福祉関連事業者

の活用の検討 

地域の福祉関連事業者を活用した

地域の拠点づくり、組織づくりを

検討します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

地域の拠点づくりを行う

ため、福祉関連事業とも連

携を図りながら、検討を行

います。 
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②子どもの居場所づくり 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

放課後児童健全

育成事業（放課後

児童クラブ） 

小学校１年～６年生までの児童を

対象に、授業終了後適切な遊び及

び生活の場を与え健全育成を図る

放課後児童クラブを支援します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

支援の単位ごとに 2 人以

上の指導員を配置するこ

とが義務づけられており、

うち 1 人以上が放課後児

童支援員の資格が必要な

ため支援員の確保が課題

となっています。 

児童館の運営 児童健全育成を目的とした、市内

４館の児童館を、指定管理者制度

を活用して運営します。 

Ａ 【社会福祉課】 

多様化する子育て環境、子

育て支援ニーズに対応し

た運営が求められていま

す。 

  Ａ 【社会福祉協議会】 

高校生対象の居場所「スマ

イル」については、利用者

がほとんどなく、見直しが

必要と考えられます。 

児童遊園地の整

備 

年２回の保守点検と修繕を行い、

維持・管理及び軽微な修繕は各地

区に依頼し、刷毛・ペンキなどの

原材料費を支給します。 

Ａ 【社会福祉課】 

高齢化の影響により、自治

会（区）において簡易な作

業でも困難であるという

声が出ているため、今後の

管理について検討する必

要があります。 

都市公園遊具の

整備・更新 

定期点検を年１回行うとともに、

安心して安全に利用できる公園環

境を維持します。 

Ａ 【都市計画課】 

遊具以外の公園施設につ

いても、老朽化したものの

更新や撤去を随時行いま

す。 



Ⅲ 取り組みごとの達成状況・課題等 

 

 

53 

③宅老所の整備支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

宅老所事業の支

援 

ボランティアの人たちと協働し、

宅老所における活動を支援しま

す。 

Ａ 【高齢福祉課】 

ひきこもりの状態を放置

すると、要介護・寝たきり

のリスクが高まるため、地

域団体等との連携を図り

ながら独り暮らし高齢者

の把握に努め、宅老所利用

につなげます。 

４．ボランティア・市民活動団体の活動の推進 

①ボランティア活動などに対する情報提供の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

広報紙、ホームペ

ージの積極的活

用 

ボランティア活動の情報を、広報

紙などの媒体を活用し情報提供を

図ります。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

引き続き社協だよりに情

報を掲載します。また、年

に 1，2 回図書館やコミュ

ニティーセンター、保健セ

ンターなどでボランティ

ア団体の活動紹介パネル

を展示し、市民への PR を

継続していきます。 
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②ボランティア活動などに参加しやすいしくみづくりの検討 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

社会福祉協議会

を軸とした関連

団体などとの連

携 

福祉団体やＮＰＯ法人などに対す

る各種ボランティアの紹介や講座

の開催など、社会福祉協議会の活

動を支援します。 

Ｂ 【社会福祉協議会】 

入門講座を開催し、参加者

からは概ね良い評価を受

けてはいるものの、その後

団体に加入して活動され

る方は少なく、人材の確保

が引き続き課題となって

います。 

市民活動補償制

度の設置 

ボランティア活動に安心して従事

できるよう補償制度を設置しま

す。 

Ａ 【市民協働課】 

市民活動団体が、安心して

ボランティア活動に従事

することができるよう、引

き続き周知に努めます。 

③ボランティア・市民活動センター機能の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

ボランティア・市

民活動センター

の支援 

ボランティア・市民活動センター

の周知を図るとともに、社会福祉

協議会と協力しボランティア活動

を支援します。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

ボランティア保険の加入、

ボランティア連絡協議会

への活動支援を継続しま

す。 
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④子どものボランティア活動などへの参加推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

子ども会連合会

との連携 

地域でのボランティア活動ほか、

インリーダー研修会の開催、七夕

まつりへの協力など、子ども会連

合会の活動支援を通じて活性化を

促します。 

Ｂ 【社会教育課】 

集団活動を通じて様々な

経験を得る場としての子

ども会の機能を維持する

ため、事業内容について毎

年見直しを図っています

（七夕まつりへの協力は、

中央公民館文化祭への参

加に代わっています）。 

ジュニアリーダ

ーズクラブの指

導・活用 

高校生を対象とし、インリーダー

（小学生）を指導する人材の育成

のため、子ども会連合会の活動支

援を通じてジュニアリーダー活動

の活性化を促します。 

Ｄ 【社会教育課】 

平成３０年度時点で、瑞浪

市にはジュニアリーダー

が存在しません。瑞浪市子

ども会連合会は引き続き

募集を行う方針のため、広

報に協力しています。 

なおジュニアリーダーと

は別に、瑞浪市子ども会連

合会が行事を行う際には、

その都度中学生ボランテ

ィアを募集しています。 
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⑤自然保護をテーマにした住民参加の企画 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

環境フェアみず

なみの開催 

地球温暖化、不法投棄、ごみの分

別、省エネ、ごみの減量などにつ

いて、パネル展示などを実施して、

市民の環境教育の場を提供しま

す。 

Ａ 【環境課】 

来場者数のさらなる確保

が課題となっているため、

本年度は、民生部の健康ま

つりと合同開催すること

で、参加者の増加を見込

み、より多くの市民に環境

についての関心を持って

いただきます。 

⑥自治会活動などへの支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域活動の活性

化支援 

転入者や自治会未加入世帯への自

治会加入の呼びかけや、住民に対

する地域活動への参加を推進し、

地域の一員としての自覚を促しま

す。 

Ｃ 【市民協働課】 

転入者や自治会未加入世

帯に対して、自治会活動の

必要性を呼びかけること

が課題です。区長等へ自治

会ハンドブックを通じて

現場での活動をサポート

します。 
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２ 基本目標２ 地域での助け合い、支え合いのしく

みをつくろう 

１．地域における活動組織のネットワークづくり 

①ネットワークづくりの推進  

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域ネットワー

クづくりの支援 

地域単位において、地域の自治会、

民生委員・児童委員、ボランティ

ア、ＮＰＯなどで構成される互い

の協力と助け合いを目的とするネ

ットワークづくりを支援します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

地域単位において、自治

会、民生委員・児童委員、

福祉委員、ボランティア、

NPO のお互いの活動を理

解し、お互いに協力と助け

合いできるネットワーク

づくりを行います。 

子育て支援ネッ

トワーク会議の

設置 

行政機関や子育てに関係する地域

団体などが相互に連携し、子育て

家庭の現状・課題の確認、情報の

共有などを行う子育て支援ネット

ワーク会議の設置を進めます。 

Ｃ 【社会福祉課】 

子ども・子育て会議を積極

的に活用し、関係団体との

意見交換を行い、現状・課

題を情報共有するなど連

携強化を図ります。 

非行防止活動な

どネットワーク

づくり 

青少年育成市民会議の実践活動を

通じ、情報交換・活動交流を行い、

ネットワークづくりを進めます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

年々変遷する社会の中で、

今後も持続可能な組織と

して活動を続けていくた

め、これまでも組織の在り

方や規約の見直し等を行

ってきました。今後も、時

流に合った活動を模索し

ていく必要があります。 
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②地域福祉団体の相互連携の支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

身体障がい者相

談員・知的障がい

者相談員と民生

委員・児童委員と

の連携支援 

身体障がい者相談員、知的障がい

者相談員と民生委員・児童委員な

どの地域福祉活動を行う関係者と

の連携を支援し、相談体制の充実

を図ります。 

Ａ 【社会福祉課】 

障がい者相談員と民生委

員等の協働対応が必要な

事案が発生した場合は、社

会福祉課が調整し連携を

支援します。円滑な支援に

つなげるために各団体が

日常的にどのような連携

体制を整備すべきか検討

していきます。 

まちづくり推進

組織におけるサ

ポート体制の強

化 

地域単位のまちづくり推進組織活

動を通じて、関係者・団体などの

提携を図るとともに、サポート体

制の強化を図ります。 

Ｂ 【市民協働課】 

事業及び役員の固定化が

課題となっています。これ

までの支援策に加え、人材

育成といった団体の運営

にかかる助言や指導を行

う必要があります。 

③社会資源のネットワークづくりへの働きかけ 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

療育機能の強化 専門医療・療育などが必要な児童

については、医療機関、保健所、

子ども相談センターなど関係機関

との連携を密にし、早期からの支

援と、保健センター・幼児園・学

校へと一環した療育指導に努めま

す。 

Ａ 【社会福祉課】 

関係機関との連携を継続

します。 
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専門機関など幅

広い障がい者福

祉ネットワーク

の確立 

東濃圏域障がい者総合支援推進会

議（県振興局主催）及び瑞浪市地

域総合支援協議会を活用し、教

育・医療・福祉など各関係機関と

の連携を図ります。 

Ａ 【社会福祉課】 

地域生活支援拠点の円滑

な整備・運営（令和 2年度

末までに整備）には東濃圏

域各関係機関の協働が必

須です。また、医療的ケア

児者・重症心身障害児者・

親子ともに支援が必要な

家庭等の支援には各分野

の連携が必要です。引き続

き顔の見える関係性の維

持に努めます。 

医療機関と連携

した高齢者の支

援 

可能な限り住み慣れた地域で生活

するために、地域在宅医療と介護

の連携を推進していきます。 

Ｂ 【地域包括支援センター】 

【高齢福祉課】 

実務的な連携がスムーズ

にできるよう、情報共有の

ツールや急変時の対応等

課題を抽出し、対応策の検

討が必要です。 

２．地域のつながりを支える団体などの活動推進 

①社会福祉協議会への支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

社会福祉協議会

への運営支援 

地域福祉推進の中心となる社会福

祉協議会への運営支援を行うこと

により、福祉サービスの充実やボ

ランティアの育成を推進します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引続き運営支援を行いま

す。 
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②地域の福祉を支える団体などへの支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

民生委員・児童委

員協議会への支

援と連携 

民生委員・児童委員協議会は、行

政の関係部署とのパイプ役として

重要な役割を担っており、行政と

して活動支援を行います。 

Ｂ 【社会福祉課】 

区長や地域住民に民生委

員・児童委員の活動への理

解を深めてもらう必要が

あります。 

本年度は１２月で任期満

了による改選が予定され

ており、新たな体制となる

ため、区長会、地区福祉委

員などと情報共有、地域福

祉活動への協力体制構築

のための支援を行ってい

きます。 

③地域組織やボランティア団体などへの支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

長寿クラブ連合

会の活動支援 

長寿クラブ連合会及び単位クラブ

において、高齢者同士の交流推進

や地域への社会奉仕活動、生きが

いづくり・健康づくりのための活

動支援を行います。 

Ａ 【高齢福祉課】 

高齢者の定年延長、趣味の

多様化等により新規会員

の確保が困難です。今後も

広報等による積極的な会

員募集のＰＲを行うとと

もに、連合会及び単位クラ

ブへの活動支援を行いま

す。 

まちづくり推進

組織を通じての

支援強化 

地域単位のまちづくり推進組織の

活動を通じて、地域住民の交流の

場となる組織などの活動に対し、

支援を行います。 

Ｂ 【市民協働課】 

より広く支援を行うこと

ができるよう、市内で活動

する団体の把握が課題と

なっています。 
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④地域福祉に関わる事業者の機能と役割の強化 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

児童館の利用の

多様化 

児童館を地域活動団体などの活動

の場として、多面的な利用を図る

とともに、子どもだけでなく地域

の人との協働による児童館活動の

展開を図ります。 

Ａ 【社会福祉課】 

都市化、核家族化などによ

り、地域から孤立している

家庭への支援が必要とな

っています。地域交流や子

どもが安心して過ごせる

居場所づくりに努めてい

く必要があります。 

  Ａ 【社会福祉協議会】 

関係機関との連携を継続

します。 
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３ 基本目標３ 地域で安心して暮らせるためのま

ちづくりをすすめよう 

 

１．相談体制の充実 

①ライフステージに応じた相談体制の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

高齢者に関する

相談および苦情

などの相談の充

実 

市の窓口（高齢福祉課・地域包括

支援センター・在宅介護支援セン

ター）及び電話での相談体制の充

実に努めます。 

Ａ 【高齢福祉課】 

各々の相談者の状況に応

じた適切な相談を行い、地

域で安心して暮らせるよ

う努めます。 

パンフレット等を使用し

て、わかり易い丁寧な相談

を行います。 

  Ａ 【地域包括支援センター】 

地域包括支援センターの

委託に伴い、相談体制の強

化を図ります。 

健康教育・健康相

談などの実施 

節目年齢の教室や高齢者が集う場

所での出前健康講座・相談などを

実施します。 

Ｂ 【地域包括支援センター】 

地域包括支援センターが

2 ヶ所設置されることに

より、地域に密着した教室

や出前講座を実施します。 

子育て相談（保育

園・幼児園・児童

館）の実施 

保護者などの不安や悩みに対応す

るため、電話相談や面接相談を行

います。 

Ａ 【社会福祉課】 

相談を実施するほか、困っ

ている保護者、元気のない

保護者を見逃さないよう

声かけをしていきます。 
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  Ａ 【社会福祉協議会】 

児童館だけで対応するこ

とが難しい相談について

は、速やかに関係機関につ

ないでいきます。 

子育て相談の充

実 

子育てに不安や悩みを持っている

親子に対して相談、援助を実施し

ます。 

Ａ 【子育て支援センター】 

子育てに対する不安や悩

みも幅広くなり、利用者が

必要とする支援につなが

るような効果的な体制づ

くりが必要です。 

児童相談体制の

整備 

家庭児童相談員による相談体制を

整えています。市で対処できない

ような困難ケースについては子ど

も相談センターと連絡を取りなが

ら対応します。 

Ａ 【社会福祉課】 

「子ども家庭総合支援拠

点」を設置し、相談支援体

制の強化を図ります。 

母子保健による

健康など相談の

実施 

妊婦や乳幼児の健康・育児に対し

保健師や管理栄養士、歯科衛生士

が相談に応じます。 

Ａ 【健康づくり課】 

今後も相談しやすい体制

を確保し、対応していきま

す。 

岐阜県母子家庭

など就業自立支

援センターの周

知 

支援センター主催の事業を広報紙

に掲載し、周知を図ります。 

Ａ 【社会福祉課】 

より効果的な周知方法を

検討していきます。 
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障がい者の就労

相談支援の実施 

障がい者就労・生活支援センター

による、障がい者雇用企業の新規

開拓と障がい者の就労相談を実施

します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き障がい者就労・生

活支援センターによる相

談日を設け、来談者に対応

します。電話・インターネ

ット・メール等、情報取

得・相談の手段は多様化し

ていますが、相談のきっか

けとなる場がたくさんあ

ることは望ましいと考え

ています。 

障がい者相談・療

育体制の強化 

関係機関との連携による、障がい

の早期発見・早期療育への一貫し

た相談指導体制の整備を検討しま

す。 

Ｂ 【社会福祉課】 

相談者からも関係機関か

らもわかりやすい相談窓

口が求められています。関

係機関が積極的に協働し

ながら総合的に対応でき

るよう、また、成長段階に

応じて一貫して当事者に

寄り添いながら切れ目の

ない支援を提供できるよ

う、体制整備の検討を続け

ます。 
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障がい者総合相

談支援体制の強

化 

市が委託する相談支援事業所の相

談支援専門員により障がい者（児）

やその保護者の生活全般について

の相談に応じ、福祉サービスの利

用方法などの助言、支援を行いま

す。 

Ａ 【社会福祉課】 

東濃5市による6事業所へ

の共同運営委託という体

制下において、5市 6事業

所が共通認識・統一見解を

持ち、適切かつ円滑な運営

体制を維持できるよう、引

き続き運営会議等で定期

的・継続的な情報交換・情

報共有を図るとともに、各

相談支援専門員のスキル

アップにつながるよう支

援します。 

生活困窮者支援

体制の整備 

生活困窮者自立支援法による自立

相談を行い、生活困窮者の支援を

行います。 

Ｃ 【社会福祉課】 

生活困窮者に対する支援

とあわせて制度利用いた

だけるようＰＲを行いま

す。 
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②保健・医療・福祉の相談機関のネットワーク 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域総合支援協

議会による障が

い者相談体制の

充実 

瑞浪市地域総合支援協議会を核に

地域の福祉・保健・医療・教育・

就労などの専門的な知識のある関

係機関が連携して、相談支援体制

の充実に努めます。 

Ａ 【社会福祉課】 

顔の見える関係性を維持

できるよう、引き続き定期

的・継続的に会議を開催し

ます。 

要保護児童対策

地域協議会の実

施 

要保護児童対策地域協議会におい

て、各関連機関との連携強化を図

ります。緊急を要する子どもの虐

待については、子ども相談センタ

ーに、ＤV相談に関しては女性相談

センターと連携を取りながら対応

します。 

Ａ 【社会福祉課】 

「子ども家庭総合支援拠

点」を設置し、関係機関と

の連携の強化を図ります。 

地域ケア会議の

充実 

ケース検討を通じて多職種連携を

行いながら、地域課題を把握し、

その後の地域づくり・資源開発に

活かせるよう会議を行います。 

Ｂ 【地域包括支援センター】 

全地区における地域課題

を把握し、高齢になっても

地域での生活が継続出る

ような支援体制の構築を

目指し、多様な地域ケア会

議を開催します。 

訪問相談の充実 相談窓口に訪れる市民だけではな

く、各関係機関、地域との連携に

より、要支援家庭に対し訪問相談

を行い早期対応につなげます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

「子ども家庭総合支援拠

点」を設置し、関係機関と

の連携の強化を図ります。 

  Ａ 【健康づくり課】 

今後も要支援家庭に応じ

て、電話、来所面接、訪問

のどの対応が有効かを判

断し、対応していきます。 
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③同じ立場の人による相談体制づくり（ピアカウンセリングなど） 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

ピアカウンセリ

ング体制の検討 

介護者のつどい、ピアカウンセリ

ングなど、多様な相談が地域でで

きる体制を検討します。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

気軽におしゃべりをしな

がらリフレッシュしたり、

時には講師を招いて学び

の時間を設けるなど、内容

を充実させていきます。 

  Ａ 【地域包括支援センター】 

定期的な開催を継続する

とともに、参加しやすい会

場の選定や周知に努めま

す。 

 

２．情報提供の充実 

①多様な情報の提供 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

介護保険及び高

齢者福祉サービ

スの広報活動の

充実 

ガイドブック・パンフレットなど

を作成するとともに、住民や関係

団体などに配布し、周知徹底を図

ります。 

Ａ 【高齢福祉課】 

介護保険サービス利用ガ

イドブックは毎年内容を

見直して作成をし、新しい

情報の提供を行います。介

護保険料について、わかり

易いパンフレットを納付

通知書に同封し、被保険者

全員に情報提供をしてい

ます。窓口でも説明に利用

及び配布をしています。 
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  Ａ 【地域包括支援センター】 

今後も継続して作成しま

す。福祉関係者を中心に配

布し、高齢者支援のツール

として有効に利用してい

ただくよう周知します。 

遊び場マップの

活用 

市内の遊園地、広場などの情報を

掲載した遊び場マップを作成し、

社会福祉課、保健センター、児童

館で配布します。（平成 16 年度主

任児童委員会が製作） 

Ａ 【社会福祉課】 

新たな遊び場マップを更

新し、各機関の窓口にて配

布できるようにします。 

子育て支援総合

ガイドブックの

作成 

子育てに役立つ情報・制度を１冊

にまとめ、配布します。また、市

内の子育て情報をホームページに

掲載します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き、情報提供を進め

ます。 

母子手帳アプリは、情報量

が少ないため、関係課に情

報掲載を進めていきます。 

子育て世帯への

バリアフリー情

報提供 

市内のバリアフリー情報をまと

め、希望者に配布します。 

Ｃ 【社会福祉課】 

市内の子育て支援施設の

バリアフリー情報をまと

め、ＨＰ上にアップしま

す。 
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仕事と子育ての

両立のための情

報提供 

市の広報紙などに情報掲載、ロビ

ー窓口にてパンフレットなどを配

布します。 

Ｃ 【商工課】 

パンフレット等の配布、ホ

ームページや広報等での

情報発信は継続して行う

ことが必要ですが、一人ひ

とりの実情に沿った情報

をより具体的に得られる

機会が不足しているため、

ハローワーク多治見で行

われているマザーズコー

ナーの出張相談を行いま

す。 

市ホームページ

の拡充 

サイト内検索機能による効率化及

び携帯電話向けサイトの内容を検

討します。 

Ａ 【企画政策課】 

今後は、現在のホームペー

ジを更にリニューアルし、

見やすく検索しやすいペ

ージとなるよう取り組み

ます。 

防災・防犯「絆」

メールによる市

民への防災・防犯

情報の提供 

「絆メール」により、市民へ防災・

防犯に関する情報提供を行いま

す。 

Ｂ 【生活安全課】 

近年、若年世代について

は、メール利用者が減少

し、多くの方がＳＮＳを活

用した情報発信や情報収

集を行っています。 

より多くの方に迅速かつ

確実に情報を伝達するに

は、異なる複数の媒体で情

報を発信することが重要

であるため、情報を発信・

拡散する媒体として、ＳＮ

Ｓによる伝達システムの

整備を行っていきます。 

②情報の共有化の推進 
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取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

高齢者などの情

報弱者の支援 

文字サイズ調整機能設置により、

見やすさの向上を図ります。また

サイト内検索機能による効率化を

実施します。 

Ａ 【企画政策課】 

引き続き、誰もが円滑に利

用できるようホームペー

ジのリニューアルを行っ

ていきます。 

地域情報格差の

解消 

携帯電話通信網など民間インフラ

を活用します。 

Ｂ 【企画政策課】 

インフラ未整備地域の現

状把握を推進すると共に、

利用者の意見集約を行い、

本市として、ブロードバン

ドサービス事業者に整備

拡充を働きかけます。 

③地域のすみずみまで福祉情報が流れるしくみづくり 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

関係機関との連

携・地域の教室な

どを通じた情報

提供 

関係機関と連携を図りながら健康

づくりの分野別やライフステージ

別に広報紙に計画的に掲載しま

す。 

Ａ 【健康づくり課】 

今後も計画的に健康情報

を発信します。 

 随時、広報紙その他チラシ、ポス

ターなどを作成し、事業啓発しま

す。開催する教室や相談会などの

場で、普及啓発します。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

広報紙、チラシ、ポスター

を作成し、窓口や介護関係

機関、教室での案内を継続

して行います。 

  Ａ 【健康づくり課】 

今後も関係機関と連携を

図りながら、市民に対して

必要な情報を随時発信し

ていきます。 
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民生委員・児童委

員を通じた情報

提供 

民生委員・児童委員が担当する地

域の要支援者に対し、定期的に訪

問活動を実施し福祉情報の提供に

努めます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

民生委員・児童委員と連携

を深め、定期的な活動に対

して支援していきます。 

３．福祉の人材確保 

①ボランティアの育成 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

地域のＩＴリー

ダーやボランテ

ィアの育成・確保 

地域のＩＴリーダーの育成確保に

努め、ボランティアによる各地区

まちづくりの情報発信を推進して

いきます。 

Ａ 【企画政策課】 

まちづくり支援職員等が

地域の IT リーダーとなれ

るよう、引き続きホームペ

ージ等作成にかかる技術

的支援を行っていきます。 

各種ボランティ

ア講座の支援 

ボランティアを育成するために、

社会福祉協議会が行う各種ボラン

ティア講座の開催を支援します。 

Ｂ 【社会福祉協議会】 

講座を受けても、ボランテ

ィア団体に加入する人が

少ないですが、今後も継続

的に講座を開催し、人材の

確保に努めます。 
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②シルバーボランティアの育成・支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

シルバーボラン

ティアの育成支

援 

研修講座を開催するなど、６０歳

代で仕事を退職した人たちのシル

バーボランティアとしての活動を

推進し、地域で貢献する意識を高

めるための活動を支援します。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

60 歳～65 歳で定年退職を

された後も仕事を続けて

いる人が多く、なかなかボ

ランティア活動に関心を

持てない傾向が強くなっ

ていますが、今後も継続的

に講座を開催し、人材の確

保に努めます。 

③研修機会などの充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

各種養成研修へ

の参加推進 

障害者福祉サービスや相談支援の

質の向上のため、各種養成研修に

対し、サービス提供者の受講の推

進を図ります。 

Ａ 【社会福祉課】 

福祉サービスや相談支援

の向上のため研修機会等

の情報提供を行います。 

④専門分野の人材確保 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

専門分野の人材

育成の検討 

福祉分野の多様化に対応できる高

度な知識や幅広い知識をもつ人材

育成を検討します。 

Ｄ 【社会福祉課】 

福祉分野の多様化に対応

できるようにするため、地

域活動団体、事業者と情報

交換を行いながら、高度な

知識や幅広い知識をもつ

人材育成を検討します。 
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４．サービスの質の向上 

①福祉サービス評価事業の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

保育サービス評

価事業の実施 

市内の保育園・幼児園における保

育サービスの質の向上を図るため

第三者評価を実施し、その結果を

ホームページなどで公表します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き、第三者評価を実

施していきます。また、そ

の結果をホームページな

どで公表していきます。 

５．サービス利用者の権利の保護の推進 

①日常生活自立支援事業の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

日常生活自立支

援事業の利用推

進 

社会福祉協議会と連携し、日常生

活自立支援事業の利用推進を図り

ます。 

Ａ 【社会福祉課】 

制度の周知を継続し、社会

福祉協議会と連携します。 

  Ａ 【社会福祉協議会】 

行政と連携し、制度の周知

を継続します。 

  Ａ 【地域包括支援センター】 

制度の周知を継続し、社会

福祉協議会と連携します。 
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②成年後見制度の利用支援 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

成年後見制度の

利用推進 

市長申立による成年後見制度を活

用し、高齢者・障がい者の権利保

護を推進します。 

Ａ 【社会福祉課】 

「親亡き後」を見据え、意

思決定支援の重要度が増

す一方、制度の認知度が低

いため、継続的な周知を行

います。 

  Ａ 【地域包括支援センター】 

権利を擁護するため市長

申立等適切な対応をする

とともに、国が示している

中核機関の設置について、

近隣市と連携し設置に向

けて検討します。 

③福祉サービス全般に関する苦情解決の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

苦情解決の周知 岐阜県社会福祉協議会に設置され

る福祉サービス運営適正化委員会

の周知を行います。 

Ａ 【社会福祉協議会】 

今後も、利用者に周知しま

す。 

＜保育園・幼児園

＞苦情解決の推

進 

各保育園・幼児園に苦情申出窓口

を設置し、苦情受付担当者及び第

三者委員により苦情解決に努めま

す。 

Ａ 【社会福祉課】 

苦情が出た場合は、担当者

及び第三者委員により適

切に処理を行っていきま

す。 
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６．生活環境の整備 

①人にやさしいまちづくりの推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

バ リ ア フ リ ー

化・ユニバーサル

デザインの導入

の推進 

施設整備・改修に当たっては、高

齢者・障がい者に配慮して行いま

す。 

Ｃ 【社会福祉課】 

施設整備・改修に当たって

は、高齢者・障がい者に配

慮し、バリアフリー化を行

います。 

道路の整備 有蓋側溝を整備することにより、

道路内の歩行者通行帯の確保を行

います。道路改良事業にあたって

はユニバーサルデザインなどに配

慮し、歩道の段差や勾配など設計

基準により整備していきます。 

Ｂ 【土木課】 

現行の設計基準に合わな

い施設や無蓋側溝につい

て順次対応していますが、

市内すべての施設につい

ては対応できていません。 

公園などの整備 都市公園に関して、遊具に関する

安全確保を行うとともに、バリア

フリーに関する環境整備を検討し

ます。 

Ａ 【都市計画課】 

各計画に基づく施設の整

備、維持管理を行います。 

駅周辺の整備 バリアフリー化した瑞浪駅周辺に

おいて、引き続き適切な維持管理

を行います。 

Ａ 【都市計画課】 

瑞浪駅周辺は、再開発が検

討されており、多世代の交

流が図られる快適なバリ

アフリー空間の創出を検

討します。 

②子育てにやさしいまちづくりの推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 
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認可外保育施設

への支援 

認可外保育所に委託して、乳児保

育・延長保育を実施します。 

Ｅ 【社会福祉課】 

認可外保育所は平成 28 年

度で廃止となりました。今

後は小規模保育事業所へ

の委託により実施して行

きます。 

幼児園の整備 幼児園の改修、施設整備を実施し

ます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

園児の安全、保育ニーズへ

の対応のため、これまでに

も必要に応じて改修等を

行ってきましたが、大半の

市立幼児園が老朽化して

いるため、今後も計画的な

整備が必要な状況です。 

子育て支援セン

ター親子教室の

実施 

保育園に併設する子育て支援セン

ターにおいて、親子教室として、

親子遊び・ふれあい体操・講習会

などを実施します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き、子育て支援セン

ターにおいて親子遊びや

講座を開催します。 

幼児園の園庭開

放 

未就園児とその保護者に園庭を開

放します。 

Ａ 【社会福祉課】 

引き続き、園庭開放を行い

子どもの遊べる場を確保

します。 

幼保合同活動事

業の実施 

施設の有効利用及び市民ニーズの

ために、1つの施設において、保育

園児と幼稚園児を合わせた、合同

活動を行います。 

Ａ 【学校教育課】 

・継続 

・10 月からの保育料及び

授業料が無償化されるこ

とを受け、教育部から保育

部へ移行されると予想さ

れます。延長保育の需要も

高くなることを考慮し、人

的配慮と保育の質を落と

さない体制つくりが必要

であると考えます。 
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  Ａ 【社会福祉課】 

家庭の状況に応じて柔軟

に認定区分の変更が行え

るメリットがある反面、保

育機能利用希望者の増加

による保育士不足が大き

な課題です。 

市民公園再整備

の実施 

「誰もが使える、誰もが使いやす

い、安心して遊べる」をコンセプ

トに市民公園の再整備を行いま

す。 

Ａ 【都市計画課】 

完了しました。 

③外出支援の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

移送サービスの

実施 

一般車両を利用することが困難な

高齢者や重度障がい者の移動支援

のため、民間事業者への委託によ

り実施します。 

Ｂ 【地域包括支援センター】 

利用者が少ないことが課

題です。今後も移送サービ

スを継続し、在宅での生活

支援を行います。 

  Ｃ 【社会福祉課】 

障がい者の通勤・通学・外

出時の移動手段の確保は

大きな課題です。障がい者

の移動手段にかかる実態

を把握し、障がい者やその

家族の視点から地域公共

交通の課題を整理した上

で、必要なサービスを検討

する必要があります。 
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利用しやすい公

共交通の運行 

公共交通機関を総合的に見直し高

齢者や障がい者にも利用しやすい

公共交通体制を整備します。 

Ｂ 【商工課】 

音声案内装置が配備でき

ない車両や低床車両が地

形的に用いられない路線

もあり、全路線で同じ利便

性が確保できないという

問題もありますが、高齢

者・障がい者を含む公共交

通利用者へのアンケート

調査を定期的に実施し、要

望や意見を伺いながら、利

用しやすい公共交通を目

指します。 

移動支援の充実 事業者と契約を結び支援を実施し

ます。 

Ａ 【社会福祉課】 

制度の周知を図るととも

に、サービス提供の対象

者・条件等がニーズに合致

しているかを検証し、適正

な事業内容となるよう検

討していきます。 

重度心身障がい

者（児）の移動支

援の実施 

年間 24枚（2枚/月）のタクシー利

用券を交付し、移動支援を行いま

す。 

Ａ 【社会福祉課】 

利用実態等を検証し、助成

制度拡充の必要性の有無

を検討していきます。 
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④住宅環境の整備 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

住宅修繕相談の

実施 

月 1 回、市役所市民相談室におい

て住宅修繕相談を実施します。 

Ａ 【都市計画課】 

より多くの方に利用して

いただけるよう PR に努め

ます。 

障がい者の生活

の場の確保 

生活の場の充実を図るため、グル

ープホームなどを設置する事業者

を支援します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

国の施策方針が施設入

所・入院から地域生活へ移

行する中、「親亡き後」の

地域生活継続のためにも、

障がい者が地域の中で安

心して自分らしく生活で

きる居住の場の確保が必

要です。引き続き設置事業

者を支援するとともに、多

様な居住の場を選択でき

るよう取り組みます。 

日中活動の場の

充実 

日中一時支援事業などにより、障

がい者の生活を支援します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

重度心身障がい・医療的ケ

ア・強度行動障がい・高次

脳機能障がいなど、重度か

つ専門的な支援が必要な

方が通所できる場が少な

いため、サービス提供事業

者に働きかけ、サービスの

拡充に努めます。 
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住宅改修の推進 日常生活用具給付事業、障害者い

きいき住宅改善助成事業を実施し

ます。 

Ａ 【社会福祉課】 

国指針において障がい者

の地域移行推進が示され

る中、住宅環境整備は地域

移行に不可欠要素となり

えます。引き続き事業を実

施します。 

市営住宅の整備 実施計画に基づき、必要な改善や

修繕を行います。 

Ｂ 【都市計画課】 

令和 2 年度に住宅マスタ

ープランの改定を行いま

す。 

７．防災・防犯などに備えた体制の整備 

①緊急時、災害時に対する支援体制の充実 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

緊急通報装置（あ

んしんネットワ

ークシステム）の

設置 

健康状態に不安をもつひとり暮ら

し高齢者などを対象に緊急通報端

末機を設置して、急病や災害など

の緊急時に迅速に対処し、日常生

活の安全確認と不安解消を図りま

す。 

Ａ 【地域包括支援センター】 

緊急通報装置が必要な高

齢者に設置していきます。

固定電話がなく、携帯電話

のみの場合は設置ができ

なく、今後高齢者に携帯電

話がさらに普及した場合

の緊急通報装置の検討が

必要です。 

徘徊高齢者探索

システムの運用 

徘徊高齢者の居場所を検索するサ

ービス。高齢者にあらかじめ受信

機を携帯させ、徘徊時には通信衛

星と携帯電話のシステムを利用し

て、本人の位置を特定します。 

Ｃ 【地域包括支援センター】 

利用者が無いため、内容の

見直しとともに、代替手段

を検討します。 
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防 災 知 識 の 普

及・啓発 

防災ガイドブック、ハザードマッ

プなどを活用して住民の防災意識

向上を図ります。 

Ｂ 【生活安全課】 

防災訓練を実施している

自治会等が限定されてい

るため、未実施の自治会等

に対して積極的に働きか

けを行うことで、訓練実施

の促進に努めます。また、

近年の災害における課題

や対応を踏まえて、防災ガ

イドブックを改訂・配布す

るほか、防災訓練等を積極

的に実施するなどにより、

防災意識の普及・啓発に努

めていきます。 
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  Ａ 【土木課】 

ハザードマップの作成か

ら６年が経過しており、掲

載された情報の更新が必

要となっています。 

防災ネットワー

クの整備 

「避難行動要支援者名簿」を作成

し、民生委員・児童委員、区長に

配布します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

システムを導入し、名簿の

更新を行い、災害時には最

新の情報で名簿を活用で

きるように取り組みます。 

 地域が実施する防災訓練や要配慮

者の見回り活動など安心安全活動

を支援します。 

Ｂ 【社会福祉課】 

今後も、地域で開催する防

災訓練や要配慮者の見回

り活動など支援します。 

地域の防災リー

ダー、自主防災組

織の育成 

防災対策には、地域や隣近所の協

力・助け合いが不可欠であり、地

域住民により組織される自主防災

組織や防災リーダー・防災士で組

織される「みずなみ防災会」の育

成を図ります。 

Ｂ 【生活安全課】 

防災リーダー養成講座の

受講者数が減少傾向にあ

るため、区長会、消防団に

加え、中学校や高校等に養

成講座の受講を積極的に

呼びかけていきます。 

また、みずなみ防災会との

連携を密にするとともに、

同会が実施する防災活動

等について積極的な支援

を行っていきます。 

災害時の避難行

動要支援者支援

体制の確保 

避難行動要支援者支援体制の整

備、市内福祉施設との連携を図り

ます。 

Ｂ 【社会福祉課】 

避難行動要支援者の支援

体制を整え、地域と行政が

協力して取り組めるよう

にする。 



Ⅲ 取り組みごとの達成状況・課題等 

 

 

83 

福祉避難所の確

保 

指定避難所での集団生活が困難な

障がい者などに対し、福祉避難所

を確保するとともに、医療機関と

連携による福祉用具や薬剤などを

迅速に供給できる連絡体制の整備

を図ります。 

Ｂ 【社会福祉課】 

今後も福祉避難所の充実

を図り、関係機関と連携を

取るようにします。 

防犯・防災、緊急

時の支援 

防犯・防災面及び災害などの緊急

時に各関係機関と連携した支援体

制が取れるよう体制を整備しま

す。 

Ａ 【生活安全課】 

災害発生時、協定に基づ

き、円滑な支援が受けられ

るよう受援体制を整備す

る必要があります。今後も

引き続き、年度当初に、関

係機関の担当者と緊急連

絡先等を相互で確認する

ほか、総合防災訓練等を通

じて、連携・協力体制を確

認するなど、協定の実効性

の確保に努めていきます。 

②防犯対策の推進 

取り組み 事業の概要 達成度 課題と今後の方向性 

交通安全活動の

実施 

市民が交通事故の被害者・加害者

にならないように交通安全活動を

実施します。 

Ａ 【生活安全課】 

市民の交通安全意識を一

層高めるためには、継続し

た啓発活動が必要です。 

今後も引き続き、地域住民

や交通安全協会、警察署と

連携して、交通安全活動を

実施していきます。 
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防犯対策の実施 悪質な犯罪から市民を守るための

地域安全推進活動を実施します。 

Ａ 【生活安全課】 

市民の安全・安心を守るた

めには、地域ぐるみの防犯

活動が必要です。 

継続的にパトロールが実

施されるよう、瑞浪市防災

推進の会が実施する防犯

活動を支援していくとと

もに、参加率の低い若年層

への参加を呼びかけてい

きます。 

交通安全施設の

整備 

交通安全対策に配慮した道路のカ

ーブミラー、ガードパイプ、道路

区画線などの整備を行います。 

Ａ 【生活安全課】 

交通安全施設を整備する

際は、施設の必要性、より

効果的な対策等を検討し

た上で行う必要がありま

す。今後も交通安全協会、

警察署の助言を参考にし、

交通安全施設の必要性を

判断、優先順位を付けて整

備していきます。 

交通安全教室の

開催 

市内の保育園、幼児園、小学校及

び高齢者を対象に交通安全教室を

開催します。 

Ａ 【生活安全課】 

交通事故の件数は減少し

ていますが、65 歳以上の

高齢者が関連する割合は、

増加傾向にあります。 

今後も交通安全協会、警察

と連携し、交通弱者となる

子どもや高齢者に対する

交通安全教育の充実に努

めていきます。 
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各区長会での防

犯の啓発 

連合自治会、各地区区長会、まち

づくり推進組織を通じた防犯に関

する情報提供、呼びかけを行いま

す。 

Ｃ 【市民協働課】 

引き続き、情報提供の場を

設け、呼びかけを行ってい

きます。 

ＬＥＤ防犯灯の

整備 

従来防犯灯からのＬＥＤ防犯灯へ

の設置替え及び地域住民からの要

望箇所にＬＥＤ防犯灯を設置しま

す。 

Ａ 【生活安全課】 

夜道が明るく、安心して暮

らせるまちをまちをつく

っていくためには、自治会

が必要であると判断した

場所に LＥＤ防犯灯を整

備する必要があります。 

今後も引き続き、自治会か

らの要望に基づき、LＥＤ

防犯灯の新規設置を行っ

ていきます。 

危険防止用資材

の支給 

自治会の要望を受け、危険防止用

資材、看板などの資材を支給しま

す。 

Ａ 【生活安全課】 

今後も引き続き、地域の危

険箇所を把握している自

治会要望に基づき、危険防

止用資材を支給していき

ます。 

関係団体との提

携 

生活安全推進のため活動する団体

の代表者と警察関係者で協議会を

構成し、防犯対策の推進を図りま

す。 

Ｂ 【生活安全課】 

防犯対策に万全を期すた

めには、各種団体や警察と

の情報共有が不可欠とな

ります。 

今後は、各種団体、警察と

の連携の更なる強化に努

めるとともに、必要に応じ

て協議会を開催するなど

により、より効果的な防犯

対策を実施していきます。 

 


